
日
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教
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④①  
表紙写真 ①毛利輝元所用硯(毛利博物館蔵) 極広②隅丸長方硯(長府博物館蔵)

⑤②  ③伝熊沢蕃山所用硯箱(正楽寺蔵)

⑥③  ④虞瀬家所用硯(虞瀬資料館蔵)

⑤⑥伝鹿瀬淡窓所用硯(虞瀬資料館蔵)、



ご
あ
い
さ
つ

今
年
四
月
、
文
化
庁
が
新
た
に
創
設
し
た
『
日
本
遺
産
』
に
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
―
学
ぶ
心
・
礼
節
の
本
源
―
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
本
市
の
「
咸
宜
園
跡
」
や
「
廣
瀬
淡
窓
旧
宅
及
び
墓
」
、
「
豆
田
町
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
な

ど
の
ほ
か
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
連
携
す
る
茨
城
県
水
戸
市
の
「
旧
弘
道
館
」
や
栃
木
県
足
利
市
の
「
足
利
学
校
跡
」
、
岡
山
県
備

前
市
の
「
旧
閑
谷
学
校
」
な
ど
が
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
は
「
文
人
の
至
宝
～
学
芸
と
硯
の
世
界
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
、
豊
後
日
田
に
開
設
さ
れ
た
私
塾
「
咸

宜
園
」
の
発
掘
調
査
で
は
塾
生
が
使
用
し
た
文
房
具
、
特
に
「
赤
間
硯
」
な
ど
の
石
硯
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
日
本
は
全
国
各
地
で

藩
校
や
私
塾
、
寺
子
屋
な
ど
多
様
な
教
育
機
関
が
開
か
れ
、
漢
学
や
国
学
、
洋
学
な
ど
の
学
問
だ
け
で
な
く
、
筆
道
や
画
塾
な
ど
芸
術
の
分
野
で

も
文
房
具
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
古
来
よ
り
文
人
が
使
用
す
る
文
房
具
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
筆
・
墨
・
硯
・
紙
の
四
種
を
「
文
房
四
宝
」
と
称
し
、
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
後
に
は
鑑
賞
用
の
具
と
し
て
も
発
展
し
、
日
本
国
内
で
も
文
人
の
間
で
文
房
趣
味
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
、
江
戸

時
代
を
代
表
す
る
硯
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
廣
瀬
家
や
咸
宜
園
の
塾
生
も
愛
用
し
た
「
赤
間
硯
」
を
中
心
に
、
文
人
た
ち
の
文
房
具
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
貴
重
な
史
資
料
の
御
出
陳
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。平
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　企
画
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

別
府
大
学
教
授　

荒　
金　
大　
琳

「
端
渓
硯
と
赤
間
硯
の
接
点
を
求
め
て
」

　

「
休
道
他
郷
多
苦
辛　

同
袍
有
友
自
相
親　

柴
扉
暁
出
霜
如
雪　

君
汲
川
流
我
拾
薪
」

こ
の
廣
瀬
淡
窓
先
生
の
詩
か
ら
、
塾
生
が
他
の
地
域
か
ら
も
こ
の
日
田
の
咸
宜
園
に
集
っ
て
い
た

こ
と
が
解
る
。
又
、
赤
間
硯
の
破
片
が
咸
宜
園
か
ら
は
出
土
さ
れ
て
お
り
、
山
口
地
方
出
身
の
塾

生
に
よ
っ
て
赤
間
硯
が
持
ち
込
ま
れ
た
か
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
持
ち
運
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

古
来
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の
人
々
が
こ
の
日
本
に
、
舟
か
船
を
用
い
て
日
本
の
各
地
に

渡
来
し
て
い
る
。
ま
だ
飛
行
機
も
車
も
、
新
幹
線
も
な
い
昔
の
こ
と
。
渡
来
人
に
よ
っ
て
数
多
く

の
文
化
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
秦
の
時
代
に
は
徐
福
が
・
・
・
。
時
を
超
え
「
曲
水
の
宴
」
や
「
筆
・
墨
・
硯
・

紙
」
の
文
房
四
宝
や
「
鉄
」
の
製
造
方
法
な
ど
、
多
く
の
文
化
や
知
識
が
日
本
に
伝
え
て
い
る
。

中
で
も
曲
水
の
宴
は
赤
間
神
宮
に
て
古
く
か
ら
実
施
さ
れ
、
硯
も
赤
間
神
宮
の
付
近
か
ら
採
石
さ

れ
た
朱
色
の
石
を
用
い
て
赤
間
硯
と
称
し
て
い
る
。
赤
間
硯
は
一
一
九
一
年
（
建
久
二
年
）
鎌
倉

市
の
鶴
岡
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
硯
の
真
偽
に
つ
い
て
は
疑
問
視
す
る
声
も

あ
る
が
、
硯
の
箱
は
当
時
の
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
第
六
本
に
は
「
女
院

ハ
御
焼
石
ト
御
硯
箱
ト
ヲ
左
右
の
御
袖
二
入
サ
セ
給
テ
、
・
・
・
」
と
あ
り
、
先
帝
御
入
水
の
際

に
、
「
御
温
石
と
御
硯
と
を
左
右
の
御
懐
に
お
も
り
の
た
め
に
入
れ
て
海
へ
入
ら
せ
た
・
・
・
」

と
明
記
さ
れ
、
『
御
硯
箱
』
と
い
う
記
載
は
あ
る
。
し
か
し
、
硯
の
種
類
や
産
地
ま
で
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

赤
間
硯
の
他
に
は
次
の
九
つ
の
硯
が
日
本
に
あ
る
。

⑴　

那
智
黒
硯
（
和
歌
山
）
平
安
時
代
。
色
は
黒

⑵　

若
田
硯
（
対
馬
）
紫
式
部
が
源
氏
物
語
揮
毫
に
用
い
た　

色
は
黒

⑶　

紫
雲
石
硯
（
岩
手
県
）
平
泉
・
藤
原
三
代
の
頃
か
ら
生
産
。
少
し
赤
間
硯
に
似
て
い
る

⑷　

雄
勝
硯
（
宮
城
県 

石
巻
市
）
室
町
時
代

⑸　

高
田
硯
（
岡
山
）
室
町
時
代

⑹　

土
佐
硯
（
土
佐
）
応
仁
の
乱
（
室
町
時
代
一
四
六
七
年
）

⑺　

硯
（
大
子
硯
）
（
茨
城
県
）
水
戸
藩
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
（
水
戸
黄
門
）
の
時
代

⑻　

雨
畑
硯
（
山
梨
県
南
巨
摩
）
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
年
）
に
日
蓮
の
弟
子
・
日
朗
が
発
見 

⑼　

龍
渓
硯
（
長
野
）
江
戸
時
代
日
本
各
地
の
硯
の
地
域
や
制
作
年
代
を
比
較
し
て
み
る
と
、
赤

間
硯
は
源
頼
朝
の
鎌
倉
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
⑴
那
智
黒
硯
や
⑵
若
田
硯
と

時
代
は
同
じ
に
な
る
。
⑴
と
⑵
の
硯
の
色
は
黒
。

　

赤
間
硯
の
色
は
赤
味
が
か
か
っ
て
い
る
。
赤
味
が
か
か
っ
て
い
る
中
国
の
硯
と
言
え
ば
硯
の
最

高
峰
端
渓
硯
と
な
る
。
端
渓
硯
は
現
在
の
広
東
省
に
あ
る
端
渓
と
い
う
川
で
採
掘
さ
れ
た
石
を
用

い
た
硯
の
こ
と
。
端
渓
硯
の
存
在
は
（
注
１
）
唐
高
祖
の
武
徳
年
間(

六
一
八
年
～
六
二
六
年)

ま
で

さ
か
の
ぼ
る
。
平
安
時
代
の
遣
唐
使
が
端
渓
硯
の
知
識
を
持
ち
込
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
色
彩
の

面
か
に
見
て
赤
間
硯
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
測
し
、
『
御
硯
箱
』
の
中
の
硯
は
赤
間
硯
だ
っ
た

と
想
像
す
る
。
こ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
端
渓
硯
と
赤
間
硯
の
比
較
で
あ
る
。

　

赤
間
硯
は
別
に
赤
間
関
硯
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
赤
間
関
と
は
現
在
の
下
関
の
こ
と
。
こ
の
地

域
に
も
古
来
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
の
渡
来
人
は
多
く
、
中
国
の
端
渓
硯
に
似
た
赤
間
の
石
を
見

つ
け
、
赤
間
硯
を
端
渓
硯
の
代
用
と
し
て
用
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
端
渓

硯
と
赤
間
硯
の
比
較
の
た
め
に
、
山
口
県
の
下
関
市
立
長
府
博
物
館
・
下
関
市
立
東
行
記
念
館
・

下
関
市
立
考
古
博
物
館
・
毛
利
博
物
館
の
各
博
物
館
を
訪
ね
赤
間
硯
を
見
学
し
た
。
収
納
さ
れ
て

い
る
硯
の
色
合
い
は
端
渓
硯
に
似
て
い
た
。
そ
の
足
で
、
宇
部
市
西
万
倉
の
「
赤
間
硯
の
里
（
岩

滝
）
」
を
訪
問
。
赤
間
硯
の
原
石
と
完
成
さ
れ
た
硯
を
鑑
賞
。
端
渓
硯
に
似
て
い
た
こ
と
が
印
象

深
い
。

　

赤
間
神
宮
は
安
徳
天
皇
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
。
赤
間
神
宮
の
敷
地
内
に
紅
石
稲
荷
神
社
が
建
て

ら
れ
て
い
た
こ
と
。
両
者
共
に
美
し
い
朱
の
色
が
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
。
神
社
と
朱
の
色
は
切
り

離
せ
な
い
こ
と
。
赤
間
の
赤
は
朱
に
関
連
さ
れ
水
銀
と
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
。
中
国
の
端
溪
硯

が
同
色
系
で
あ
っ
た
こ
と
。
赤
間
関
硯
は
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
毛
利
家
や
中
流
以
上
の
人
た
ち
が

用
い
、
一
般
庶
民
が
用
い
た
赤
間
硯
と
は
、
質
や
装
飾
等
少
し
異
な
っ
て
い
た
こ
と
。
赤
間
硯
が

採
掘
さ
れ
た
石
の
層
は
山
口
県
の
宇
部
地
方
か
ら
九
州
の
門
司
付
近
ま
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ

の
層
の
様
々
な
場
所
で
採
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
江
戸
の
晩
期
に
は
寺
子
屋
や
塾
で
こ
の
赤
間
硯

は
用
い
ら
れ
、
明
治
の
初
期
か
ら
中
期
に
な
る
と
山
口
県
の
厚
狭
か
ら
下
関
小
月
に
至
る
ま
で
多

く
の
職
人
が
硯
を
作
り
販
売
し
て
い
た
こ
と
。
赤
間
硯
を
多
く
の
人
々
が
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
。

使
用
者
の
立
場
か
ら
見
る
と
赤
間
の
硯
は
墨
を
す
る
際
、
磨
り
や
す
い
も
の
と
、
つ
る
つ
る
し

て
磨
り
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
解
消
の
た
め
に
硯
の
表
面
に
鋒ほ
う
ぼ
う鋩
を
立
て
る
必
要
が
生
ま
れ

る
。
赤
間
硯
で
は
赤
間
の
石
の
採
掘
場
近
く
か
ら
採
石
さ
れ
た
砥
石
の
よ
う
な
「
目
立
て
石
」
を

用
い
て
い
る
こ
と
。
以
上
が
こ
の
旅
行
中
、
心
に
残
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

咸
宜
園
の
テ
ー
ブ
ル
に
話
を
戻
し
、
咸
宜
園
発
掘
調
査
で
出
土
さ
れ
た
、
割
れ
た
赤
間
硯
や
傷

つ
い
た
赤
間
硯
が
驚
く
ほ
ど
の
話
題
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
赤
間
硯
を
対
象
に
、
色
々
な
講
師

が
そ
の
専
門
の
立
場
で
公
開
講
座
が
実
施
さ
れ
る
。
一
一
月
三
日
に
担
当
す
る
講
座
に
は
端
渓
硯

と
赤
間
硯
を
持
参
。

直
に
手
で
触
っ
て
い
た
だ
く
時
間
も
確
保
し
て
い
る
。
皆
様
方
と
一
緒
に
語
り
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

是
非
と
も
、
こ
の
研
究
の
輪
の
中
に
大
分
県
の
人
々
が
、
多
く
の
日
田
の
人
々
が
参
画
し
、
咸

宜
園
の
研
究
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

注
１　

端
渓
硯
が
唐
の
時
代
の
武
徳
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
記
載
は
、
清
の
計
楠
（
一
七
六
〇
‐

一
八
三
四
）
の
『
石
隠
硯
談
』
に
、
「
東
坡
曰
，
端
溪
石
，
始
于
唐
武
德
之
世
。(

蘇
軾
が
言
う
に
は
、
端
渓

石
は
唐
の
武
徳
の
世
か
ら
始
ま
る
。)

」
と
あ
り
、
唐
の
詩
に
も
端
渓
の
名
前
は
登
場
し
て
い
る
『
欽
定
四
庫

全
書
端
溪
硯
譜
提
要
』
に
は
「
考
端
硯
，
始
見
李
賀
詩
。(

端
渓
硯
は
李
賀
の
詩
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る

)
」
と
あ
る
。
李
賀
の
詩
『
楊
生
青
花
紫
石
硯
歌
』
に
は
「
端
州
石
工
巧
如
神
，
踏
天
磨
刀
割
紫
雲
，
傭
刓

抱
水
含
滿
唇
，
暗
灑
萇
弘
冷
血
痕
。
沙
帷
晝
暖
墨
花
春
，
輕
漚
漂
沫
松
麝
薰
，
乾
膩
薄
重
立
腳
勻
，
數
寸
秋

光
無
日
昏
。
圓
毫
促
短
聲
靜
新
，
孔
硯
寬
碩
何
足
雲
。
」
劉
禹
錫
の
詩
『
唐
秀
才
贈
紫
石
硯
以
詩
答
之
』
に

「
端
州
石
硯
人
間
重
，
贈
我
因
知
正
草
玄
。
」
皮
日
體
に
も
「
樣
如
金
蹙
小
能
輕
，
微
潤
將
融
紫
玉
英
。
」

と
あ
る
。
唐
の
李
肇
の
『
國
史
補
』
に
は
「
内
丘
白
瓷
甌
，
端
溪
紫
石
硯
，
天
下
無
貴
賤
通
用
…
」
と
あ

り
、
唐
の
時
代
す
で
に
た
く
さ
ん
の
人
が
端
渓
硯
を
使
用
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
は
広
州
の
昌
崗
路
で
唐
代
の
端
硯
が
発
掘
さ
れ
、
一
二
月
二
四
日
，
羊
城
晩
報
に
入
っ
た
報

告
に
よ
る
と
昌
崗
路
の
建
築
現
場
で
唐
墓
が
発
見
さ
れ
、
端
硯
な
ど
の
文
物
が
出
土
し
て
い
る
。



「
文
人
の
至
宝
～
学
芸
と
硯
の
世
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本
の
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育
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ー
学
ぶ
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・
礼
節
の
本
源
ー
」

22

日
本
遺
産
と
は

23

教
育
遺
産
の
文
房
具

24

日
本
遺
産
の
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成
文
化
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一
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・
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説

28
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献
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凡

例

一

本
書
は
、
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
～
一
一
月
三
〇
日
（
月
）
ま
で
咸
宜
園

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
秋
季
企
画
展
「
文
人
の
至
宝
～
学
芸
と
硯
の
世
界
～
」

の
展
示
解
説
書
で
す
。

二

本
展
の
企
画
及
び
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
主
に
吉
田
博
嗣
が
行
い
、
溝
田
直
己
が
補
佐

し
た
。
ま
た
、
第
三
章
の
コ
ラ
ム
は
島
元
貴
氏
（
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館 

上
席
学
芸

員
）
に
玉
稿
を
賜
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、第
三
章
の
図
解
は
日
枝
陽
一
氏
（
赤
間
硯
作
硯
家
）

の
監
修
・
協
力
を
得
て
作
成
し
た
。

三　

出
品
作
品
の
写
真
等
は
、
資
料
所
蔵
者
及
び
関
係
機
関
よ
り
借
用
し
、
そ
の
他
の
写
真

は
雅
企
画
（
長
谷
川
正
美
氏
撮
影
）
に
委
託
し
た
。

四

出
品
資
料
の
写
真
図
版
は
、
巻
末
の
出
品
資
料
図
版
・
解
説
に
す
べ
て
掲
載
し
た
。
ま

た
本
文
中
の
図
版
は
出
品
資
料
の
一
部
で
あ
り
、
展
示
解
説
に
必
要
な
参
考
資
料
と
し

て
出
品
資
料
以
外
の
写
真
も
掲
載
し
た
。

五

左
記
の
各
位
・
機
関
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
（
本
文
中
は
廣
瀬
資
料
館
と
表
記
）、
公
益
財
団
法
人
毛
利

報
公
会
・
毛
利
博
物
館
、
正
楽
寺
、
山
口
県
文
書
館
、
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
鋳
銭
司
郷
土
館
、
長
府
博
物
館
、
豊
浦
小
学
校
、
松
陰
神
社
、

福
岡
大
学
、
太
田
市
教
育
委
員
会
、
高
山
彦
九
郎
記
念
館
、
本
居
宣
長
記
念
館
、
広
島

県
立
歴
史
博
物
館
、山
口
県
教
育
委
員
会
、水
戸
市
教
育
委
員
会
、足
利
市
教
育
委
員
会
、

備
前
市
教
育
委
員
会
、
防
府
市
教
育
委
員
会
、
山
口
市
教
育
委
員
会
、
下
関
市
教
育
委

員
会
、
大
分
市
教
育
委
員
会
、
竹
田
市
教
育
委
員
会
、
佐
伯
市
教
育
委
員
会
、
日
枝
玉
峯
、

日
枝
陽
一
、
廣
瀬
貞
雄
、
西
村
謙
治
、
原
田
俊
隆
、
廣
瀬
洋
一
、
園
田
大
、
合
原
多
賀
雄
、

荒
金
大
琳
、
島
元
貴
、
髙
橋
昌
彦
、
市
川
寛
明
、
岩
崎
仁
志
、
山
﨑
一
郎
、
吉
積
久
年
、

藤
重
季
恵
、
恒
遠
俊
輔
、
大
野
雅
之
、
福
田
寺
全
亘
、
毛
利
元
敦
、
植
田
兼
司
、
柴
原

直
樹
、
田
中
洋
一
、
関
口
慶
久
、
市
橋
一
郎
、
久
保
賢
史
、
板
橋
稔
、
石
井
啓
、
井
上

靖
子
、
池
邊
千
太
郎
、
工
藤
心
平
、
甲
斐
玄
洋
（
順
不
同
・
敬
称
略
）



し
た
。
貝
原
益
軒
は
筑
前
福
岡
藩
の
儒
学
者
で
あ
る
が
、

当
資
料
は
大
正
時
代
に
模
写
さ
れ
た
肖
像
で
あ
る
。
机
上

に
は
硯
箱
や
文
鎮
が
描
か
れ
、
箱
の
中
に
は
長
方
硯
・
水

滴
・
筆
・
筆
架
・
墨
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
伊
勢
の
国
学

者
・
本
居
宣
長
肖
像
に
も
赤
紫
色
の
長
方
硯
（
赤
間
硯

ヵ
）
や
水
滴
な
ど
が
描
か
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
江
戸
時
代

後
期
の
儒
学
者
で
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
篠
崎
小
竹
や

「
豊
後
の
三
賢
」
の
一
人
で
儒
学
者
の
帆
足
万
里
な
ど
の

肖
像
に
も
硯
は
画
か
れ
て
い
る
。
小
竹
の
硯
は
大
振
り
で

長
円
形
の
天
然
硯
と
思
わ
れ
、
ま
た
万
里
の
硯
は
小
型
の

天
然
硯
で
木
の
葉
型
の
形
状
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
硯

は
い
ず
れ
も
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

一
方
、
豊
後
日
田
の
廣
瀬
家
に
は
咸
宜
園
を
開
い
た
廣

瀬
淡
窓
や
弟
の
久
兵
衛
、
旭
荘
な
ど
が
愛
用
し
た
と
さ
れ

る
硯
が
伝
わ
る
。
産
地
が
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
長
門
名

産
の
「
赤
間
硯
」
が
最
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

の
ほ
か
、
「
天
下
一
」
の
銘
を
刻
む
赤
間
硯
の
逸
品
や
赤

間
硯
の
歴
史
を
物
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
史
資
料

を
展
示
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
本
年
四
月
に
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群
‐
学

ぶ
心
・
礼
節
の
本
源
‐
」
と
し
て
日
本
遺
産
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
を
記
念
し
、
認
定
自
治
体
の
構
成
文
化
財
で
あ

る
旧
水
戸
彰
考
館
跡
（
水
戸
市
）
や
足
利
学
校
跡
（
足
利

市
）
で
出
土
し
た
硯
や
旧
閑
谷
学
校
関
係
の
資
料
も
特
別

に
展
示
を
行
う
。

文
人
と
硯

硯
は
、
筆
や
墨
と
同
じ
く
消
耗
品
で
あ
る
が
、
長
く
愛

用
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
素
材
が
石
製
で
あ
る
こ
と

か
ら
比
較
的
伝
世
し
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
学
者
や
画
人
な
ど
文
人
た
ち
が

愛
用
し
た
硯
を
求
め
る
と
、
実
際
に
確
認
で
き
る
例
は
少

な
い
。
そ
こ
で
文
人
の
肖
像
に
画
か
れ
た
文
房
具
に
着
目

江
戸
時
代
後
期
の
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
、
儒
学

者
廣
瀬
淡
窓
は
豊
後
国
日
田
郡
に
私
塾
「
咸
宜
園
」
を
創

設
し
た
。
全
国
か
ら
約
五
〇
〇
〇
人
の
門
下
生
が
入
門
し

た
咸
宜
園
は
、
当
時
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
の
私
塾
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
閉
塾

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
咸
宜
園
跡
の
発
掘
調
査
で
は
塾
生

が
使
用
し
た
生
活
雑
器
や
赤
間
硯
な
ど
の
文
房
具
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

赤
間
硯
は
江
戸
時
代
に
広
く
流
通
し
た
硯
で
、
長
門
国

（
山
口
県
）
や
豊
前
国
（
福
岡
県
）
で
採
石
・
加
工
さ

れ
、
赤
間
関
（
現
下
関
市
）
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
現
在

も
赤
間
硯
は
山
口
県
宇
部
市
や
下
関
市
な
ど
で
製
作･
販

売
さ
れ
て
い
る
。

廣
瀬
淡
窓
も
「
赤
間
硯
」
を
愛
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、

廣
瀬
家
に
は
現
在
も
弟
の
久
兵
衛
や
旭
荘
な
ど
の
硯
が
数

多
く
遺
さ
れ
る
ほ
か
、
当
市
に
は
咸
宜
園
跡
か
ら
出
土
し

た
「
赤
間
関
」
や
塾
生
の
来
歴
に
関
す
る
「
明
正
寺
」
な

ど
の
銘
を
持
っ
た
硯
が
あ
る
。

当
時
の
文
人
や
学
問
を
志
す
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
硯

は
筆
・
墨
・
紙
な
ど
と
並
ん
で
必
携
の
具
で
あ
っ
た
が
、

文
人
の
間
で
は
鑑
賞
用
と
し
て
文
房
趣
味
が
広
が
る
な

ど
、
文
房
具
に
対
す
る
関
心
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
っ

た
。そ

こ
で
、
本
展
で
は
淡
窓
の
愛
用
し
た
硯
を
始
め
廣
瀬

家
秘
蔵
の
文
房
具
や
江
戸
時
代
の
文
人
が
愛
用
し
た
遺
品

4

は
じ
め
に
●

貝
原
益
軒
肖
像
（
福
岡
大
学
髙
橋
研
究
室
蔵
）

本
居
宣
長
肖
像
（
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
）

は 

じ 

め 

に
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第
一
章
●
廣
瀬
家
の
至
宝

廣
瀬
家
の
人
々

廣
瀬
家
略
系
図

廣
瀬
八
賢
（
廣
瀬
家
に
は
逸
材
が
多
く
「
淡
窓
」
を
含
め
た
廣
瀬
家
の
八
人
は
廣
瀬
八
賢
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
）

※ 

太
枠 

は
廣
瀬
八
賢

第
十
一
世

第
十
世

第
九
世

第
八
世

第
七
世

第
三
世

第
四
世

第
五
世

 

第
六
世

第
二
世

第
一
世

求
馬（
淡
窓
）

も
と  

め

た
ん
そ
う

ア
リ（
秋
子
）

と
き 

こ

那
智

な   

ち
三
右
衛
門（
棣
園
）

さ
ん  

う   

え  

も
ん

て
い
え
ん

彌
六

や 

ろ
く

謙
吉（
旭
荘
）

け
ん 

き
ち
き
ょ
く
そ
う

孝
之
助（
林
外
）

こ
う  

の  

す
け

範
治（
青
邨
）

は
ん  

じ

貞
文（
濠
田
）

さ
だ 

ふ
み

ご
う
で
ん

五
左
衛
門

源
兵
衛

久
兵
衛

三
郎
右
衛
門

平
八

久
兵
衛（
南
陔
）

き
ゅ
う
べ   

え

（
秋
風
庵
月
化
）

ご     

ざ   

え   

も
ん

げ
ん  

べ    

え

き
ゅ
う  

べ    

え

へ
い  

は
ち

（
長
春
庵
桃
秋
）

さ
ぶ 

ろ
う  

う 

　
え  

も
ん

源
兵
衛

げ
ん 

べ   

え

七
三
郎

し
ち 

さ
ぶ 

ろ
う

貞
治

さ
だ  

じ

正
雄

ま
さ 

お

貞
雄

さ
だ  

お

せ
い
そ
ん

や

　
の 

う
さ
ぶ
ろ
う

（
旧
姓
名 

矢
野
卯
三
郎
）

り
ん
が
い

（
謙
吉
長
子
）

な
ん
が
い

げ
っ 

か

と
う
し
ゅ
う

赤
字
は
俳
号

青
字
は
号

月
化

桃
秋

淡
窓

秋
子

久
兵
衛

旭
荘

青
邨

林
外

豊
後
日
田
の
廣
瀬
家
は
初
代
五
左
衛
門
貞
昌
が
延
宝
元

（
一
六
七
三
）
年
に
筑
前
博
多
か
ら
日
田
に
転
住
し
、
豆

田
魚
町
に
居
を
構
え
た
と
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
、
日
田
の
繁
栄
を
支
え
た
豪
商
・
廣
瀬
家
に

は
廣
瀬
淡
窓
（
通
称
は
求
馬
）
を
始
め
と
す
る
、後
に
「
廣

瀬
八
賢
」
と
呼
ば
れ
た
先
賢
が
い
た
。

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
、
淡
窓
は
弟
の
久
兵
衛
（
号

は
南
陔
）
や
三
右
衛
門
（
号
は
棣
園
）、謙
吉
（
号
は
旭
荘
）

ら
と
と
も
に
『
廣
瀬
家
譜
』
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
は
日

田
廣
瀬
家
の
祖
先
は
甲
斐
の
武
田
信
玄
の
家
臣
で
廣
瀬
郷

左
衛
門
の
弟
将
監
正
直
と
し
、
そ
の
後
、
正
直
の
孫
が
日

田
に
移
住
し
て
初
代
五
左
衛
門
貞
昌
と
な
っ
た
と
す
る
。

日
田
に
お
け
る
廣
瀬
家
の
繁
栄
は
家
業
の
発
展
だ
け
で

は
な
く
、
高
い
文
化
力
に
あ
る
。
学
問
や
文
学
な
ど
文
化

的
志
向
を
高
め
た
の
は
三
世
の
久
兵
衛
の
時
と
さ
れ
る
。

久
兵
衛
は
俳
諧
を
能
く
し
俳
号
は
桃
之
と
称
し
て
い
た
。

後
に
四
世
を
継
い
だ
平
八
（
俳
号
は
秋
風
庵
月
化
）
は
九

州
俳
諧
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
弟
で
五
世
の
三
郎

右
衛
門
（
俳
号
は
長
春
庵
桃
秋
）
も
俳
諧
を
好
ん
だ
。
三

郎
右
衛
門
は
、
淡
窓
や
秋
子
（
通
称
ア
リ
）、
久
兵
衛
、

旭
荘
の
父
と
し
て
、
早
く
か
ら
学
問
や
文
学
の
手
ほ
ど
き

を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
淡
窓
や
旭
荘
は
青
少
年
期
か

ら
学
問
の
才
能
を
発
揮
し
、
著
名
な
漢
詩
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
六
世
の
久
兵
衛
は
、
兄
の
淡
窓
に
代
わ
っ
て
家

督
を
継
い
だ
経
世
家
・
土
木
事
業
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

淡
窓
の
学
問
や
咸
宜
園
の
経
営
な
ど
教
育
活
動
を
経
済
面

で
支
え
た
こ
と
の
功
績
も
高
い
。
ま
た
本
人
も
俳
号
を
扶

木
と
し
て
文
学
を
愛
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
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廣
瀬
八
賢
と
は
、
淡
窓
の
伯
父
月
化
を
始
め
と
し
て
、

父
の
桃
秋
、
淡
窓
、
秋
子
（
淡
窓
の
妹
）、
久
兵
衛
、
旭
荘
、

青
邨
（
通
称
は
範
治
。
淡
窓
の
義
子
）、
林
外
（
通
称
は

孝
之
助
。
淡
窓
の
嗣
子
）
の
八
名
で
あ
る
。

廣
瀬
家
に
は
、
こ
れ
ら
八
賢
に
関
わ
る
豊
富
な
資
料
が

収
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
、
文
房
具
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

淡
窓
所
用
と
伝
わ
る
五
点
の
硯
や
筆
洗
、
久
兵
衛
所
用
の

硯
や
旭
荘
の
遺
品
で
あ
る
硯
・
文
鎮
な
ど
、
そ
の
ほ
か
不

詳
の
硯
や
水
滴
、筆
架
な
ど
各
種
文
房
具
が
揃
っ
て
い
る
。

ま
た
、
八
賢
に
は
そ
れ
ぞ
れ
肖
像
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
内
、

文
房
具
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
平
八
、
秋
子
、
久
兵
衛
の

三
人
で
あ
る
。

月
化
（
一
七
四
七
‐
一
八
二
二
）
は
九
州
俳
諧
の
中
心

的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
が
そ
の
肖
像
を
見
る

と
、
短
冊
を
持
っ
た
右
手
の
脇
に
朱
色
の
漆
を
施
し
た
硯

箱
が
見
え
る
。
中
に
は
黒
色
の
硯
と
筆
な
ど
が
収
ま
る
。

次
は
秋
子
（
一
七
八
四
‐
一
八
〇
五
）
の
肖
像
で
あ
る

が
、
淡
窓
の
二
才
下
の
妹
で
幼
い
頃
は
淡
窓
と
非
常
に
仲

の
良
い
兄
妹
で
あ
っ
た
。兄
思
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

淡
窓
が
病
の
時
に
献
身
的
に
看
病
す
る
姿
を
淡
窓
本
人
が

後
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
秋
子
も
二
〇
才
で
京
の
風
早

局
に
伺
侯
し
た
が
、
二
二
才
の
時
に
傷
寒
に
罹
り
早
逝
し

た
。
肖
像
は
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
宮
中
務
め
を
し
て

い
た
頃
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秋
子
の
背
景

に
は
文
台
と
蒔
絵
で
装
飾
さ
れ
た
硯
箱
が
見
え
る
。

次
に
、
久
兵
衛
（
一
七
九
〇
‐
一
八
七
一
）
の
肖
像
は

人
物
像
の
背
景
に
中
国
風
の
意
匠
を
あ
し
ら
っ
た
文
机
と

机
上
に
は
太
子
硯
や
秩
が
載
る
。

現
在
廣
瀬
家
に
は
久
兵
衛
所
用
の
道
具
箱
（
№
18
）
や

手
箱
（
№
19
）
が
伝
わ
り
、
中
に
は
い
ず
れ
も
赤
間
硯
が

収
ま
っ
て
い
る
が
肖
像
に
描
か
れ
た
太
子
硯
は
こ
れ
ま
で

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

淡
窓
と
旭
荘
の
硯
の
類
似
点

淡
窓
の
硯
と
伝
わ
る
門
司
硯
は
、
縦
一
二
六
×
横

一
〇
〇
×
高
二
一
㎜
を
測
り
、
硯
背
の
覆
手
に
「
豊
前
田

野
浦
住

大
神
保
名
」
と
銘
刻
す
る
。
一
方
、
弟
の
旭
荘

の
硯
は
赤
間
硯
と
見
ら
れ
る
が
、
大
阪
天
王
寺
の
邦
福
寺

墓
所
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
遺
品
で
、
縦
一
二
六
×
横
九
〇

×
高
二
四
㎜
を
測
る
。
江
戸
時
代
、
赤
間
硯
の
硯
石
は
豊

前
国
の
白
野
江
や
大
積
で
産
出
さ
れ
た
石
材
を
使
用
し
た

時
期
が
あ
り
、
文
字
関
硯
石
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
淡
窓
の

硯
は
赤
間
関
の
対
岸
で
あ
る
田
野
浦
の
硯
師
大
神
氏
の
作

で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
硯
石
の
色
は
異
な
る
が

ど
ち
ら
も
頁
岩
で
、
墨
堂
右
側
の
筆
置
き
と
み
な
さ
れ
る

箇
所
や
、
硯
首
の
右
片
方
と
硯
尾
の
両
角
を
削
り
取
る
な

ど
、
従
来
の
赤
間
硯
に
は
見
ら
れ
な
い
造
作
が
あ
り
、
寸

法
や
加
工
に
特
徴
の
あ
る
二
点
の
兄
弟
の
硯
は
今
後
注
目

し
た
い
。

廣
瀬
八
賢
の
硯
と
文
房
具

廣瀬月化肖像
（廣瀬資料館蔵）

廣瀬秋子肖像
（廣瀬資料館蔵）

淡窓（左）と旭荘（右）の硯
（廣瀬資料館蔵）

廣瀬久兵衛肖像
（廣瀬資料館蔵）
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宝

廣
瀬
家
と
高
山
彦
九
郎

高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
‐
一
七
九
三
）
は
上
野
国
新

田
郡
細
谷
村
（
現
群
馬
県
太
田
市
細
谷
町
）
出
身
の
江
戸

時
代
中
頃
の
勤
王
思
想
家
で
、
幕
末
の
勤
王
の
志
士
た
ち

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
。
林
子
平

や
蒲
生
君
平
と
と
も
に
「
寛
政
の
三
奇
人
」
の
一
人
に
数

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
彦
九
郎
も
「
赤
間
硯
」
を
愛
用
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
所
用
硯
を
見
る
と
、
硯
背
に
は
「
赤
間
関
正

清
作
」
と
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

寸
法
は
縦
二
四
三
㎜
、
横
一
二
一
㎜
、
高
さ
四
七
㎜
と

比
較
的
大
き
な
赤
間
硯
で
あ
る
。

彦
九
郎
と
廣
瀬
家
に
は
交
流
が
あ
っ
た
。
彦
九
郎
は
寛

政
五
（
一
七
九
三
）
年
四
月
、
豊
後
日
田
に
廣
瀬
淡
窓
の

父
桃
秋
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
一
二
才
の

廣
瀬
淡
窓
に
出
会
い
、
後
に
桃
秋
は
淡
窓
が
作
っ
た
漢
詩

を
彦
九
郎
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
次
の

よ
う
な
彦
九
郎
の
和
歌
が
残
っ
て
い
る
。

「
大
和
に
は
聞
く
も
め
ず
ら
し
珠
を
つ
ら
ね
一
日
に
百
の

唐
歌
の
声
」

淡
窓
は
一
日
に
唐
歌
（
漢
詩
）
百
首
を
詠
む
才
能
の
持

ち
主
で
あ
る
と
詠
っ
て
い
る
。
高
山
彦
九
郎
は
、
少
年
期

の
淡
窓
の
才
能
を
い
ち
早
く
見
出
し
た
人
物
の
一
人
で
あ

っ
た
。

法
蘭
上
人
と
廣
瀬
淡
窓

法
蘭
（
一
七
二
八
‐
一
七
九
四
）
は
豊
後
国
日
田
郡
出

身
の
真
宗
僧
侶
で
、
広
円
寺
の
第
六
世
と
な
っ
た
人
物
で

あ
る
。
号
は
銭
塘
と
し
た
。
法
蘭
は
詩
書
に
す
ぐ
れ
た
父

道
寧
の
薫
陶
を
受
け
て
、
肥
前
の
大
潮
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
学
僧
と
し
て
も
名
高
く
、
淡
窓
も
一
〇
才
の
時
か
ら

漢
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
。
淡
窓
の
自
叙
伝
「
懐

旧
楼
筆
記
」
に
は
法
蘭
の
記
事
が
幾
つ
も
見
え
る
が
、
当

時
の
日
田
は
す
で
に
詩
壇
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
法
蘭
の

広
円
寺
や
廣
瀬
家
な
ど
で
開
か
れ
た
詩
会
で
は
常
に
法

蘭
が
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
、
法
蘭
が
没
し
た
と
き
、
一
三
才
の
淡

窓
は
遺
族
よ
り
形
見
と
し
て
水
滴
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
淡
窓
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
懐
旧
楼
筆
記

巻
四
」
（
抜
粋
）

寛
政
六
年
九
月
の
条

今
年
九
月
十
三
日
。
法
蘭
上
人
卒
セ
ラ
レ
タ
リ
。
其

時
余
猿
渡
ニ
ア
リ
。
帰
リ
テ
後
。
往
イ
テ
弔
セ
リ
。

其
室
水
滴
一
ヲ
以
テ
余
ニ
贈
ラ
ル
。
曰
ハ
ク
。
遺
物

ナ
リ
ト
。
今
家
ニ
蔵
セ
リ
。
上
人
年
六
十
七
ナ
リ
。

其
詩
集
世
ニ
伝
ハ
レ
リ
。
故
ニ
此
ニ
其
詩
ヲ
録
セ
ス
。

・
・
・

現
在
、
廣
瀬
家
に
は
数
点
の
水
滴
が
伝
わ
っ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
法
蘭
の
遺
品
で
あ
る
水
滴
が
含
ま
れ
る
か

ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

高山彦九郎所用硯（高山彦九郎記念館蔵）

高山彦九郎書（日田市教育委員会蔵）

廣
瀬
家
と
高
山
彦
九
郎･

釈
法
蘭
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園
と
の
交
流

七
八
月
ノ
頃
ナ
ル
ヘ
シ
。
歳
八
十
ナ
リ
。

現
在
、
茶
山
が
愛
用
し
た
硯
箱
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
箱

に
は
硯
・
墨
・
小
刀
が
収
ま
る
。
蓋
の
表
書
き
に
は
「
黄

葉
夕
陽
村
舎
」
と
塾
名
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

菅
茶
山
は
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
八
月
一
三
日
に

八
〇
才
で
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
が
、
葬
儀
の
仔
細
を
記

録
し
た
「
文
恭
先
生
喪
儀
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
中
に

は
、
副
葬
品
を
示
し
た
箇
所
が
あ
る
が
「
明
器
」
と
し
た

項
目
に
は
、
木
硯
一
枚
・
墨
一
錠
・
紙
一
帖
・
筆
一
柄
が

含
ま
れ
て
い
た
。
文
人
と
し
て
生
き
た
茶
山
ら
し
い
明
器

の
内
容
と
言
え
る
。

こ
の
塾
に
は
創
設
間
も
な
い
頃
の
咸
宜
園
を
訪
問
し
た

頼
山
陽
も
学
ん
で
い
る
。

淡
窓
は
晩
年
に
「
懐
旧
楼
筆
記
」
な
る
自
叙
伝
を
記
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
病
没
す
る
三
か
月
前
に
茶
山
の
も

と
を
訪
れ
て
い
た
弟
旭
荘
の
記
事
が
見
え
る
。

茶
山
は
旭
荘
を
介
し
て
自
ら
が
愛
用
し
て
い
た
硯
を
淡

窓
に
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
淡
窓
は

そ
の
硯
が
「
懐
旧
楼
筆
記
」
を
編
纂
し
て
い
た
頃
は
自
分

の
家
（
咸
宜
園
の
こ
と
か
）
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
両

者
は
面
会
す
る
機
会
こ
そ
な
か
っ
た
が
淡
窓
は
漢
詩
の
指

導
を
書
簡
で
請
う
て
お
り
、
茶
山
も
そ
の
才
能
を
認
め
て

い
た
。

現
在
、
廣
瀬
家
に
一
〇
点
を
超
え
る
硯
が
伝
わ
る
が
、

残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。

「
懐
旧
楼
筆
記

巻
二
十
六
」（
抜
粋
）

文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
九
月
の
条

余
二
十
七
歳
ノ
時
。
詩
稿
ヲ
茶
山
ニ
寄
セ
テ
。
筆
削

ヲ
乞
フ
。
是
交
リ
ヲ
納
ル
ル
ノ
初
ナ
リ
。
其
事
既
ニ

前
ニ
出
セ
リ
。
此
人
極
メ
テ
人
ノ
善
ヲ
称
シ
。
人
ノ

美
ヲ
挙
ク
。
余
名
ヲ
山
陽
以
東
ニ
伝
フ
ル
コ
ト
。
此

人
ノ
悠
揚
ニ
ヨ
ル
コ
ト
多
シ
。
師
弟
ノ
名
ナ
シ
ト
雖

モ
。
知
己
ノ
遇
。
思
ハ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
謙

吉
歸
帰
ル
時
。
硯
一
面
ヲ
以
テ
余
ニ
贈
リ
テ
云
ハ
レ

ケ
ル
ハ
。
僕
世
ヲ
去
ル
コ
ト
近
キ
ニ
在
リ
。
是
遺
物

ナ
リ
ト
。
硯
今
家
ニ
蔵
セ
リ
。
茶
山
ノ
歿
（
没
）
ハ
。

咸
宜
園
は
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
に
廣
瀬
淡
窓
が

豊
後
国
日
田
郡
堀
田
村
に
創
設
し
た
漢
学
塾
で
あ
る
。

当
時
、
日
田
は
西
国
筋
郡
代
の
置
か
れ
た
九
州
幕
府
領

の
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
西
国
を
旅
す
る
文
人
墨
客
が
多

く
訪
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
と
交
流

の
あ
っ
た
人
物
の
文
房
具
を
紹
介
す
る
。

菅
茶
山
（
一
七
四
八
‐
一
八
二
七
）
は
備
後
福
山
藩
の

人
で
、
儒
学
者
・
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

天
明
年
間
（
一
七
八
一
‐
一
七
八
八
）
に
神
辺
で
私
塾

「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」（
後
の
「
廉
塾
」）
を
開
い
て
門
弟
の

指
導
を
行
っ
た
。
神
辺
本
陣
の
亭
主
・
菅
波
信
道
が
受
講

の
様
子
を
描
い
た
「
廉
塾
講
義
の
図
」（『
菅
波
信
道
一
代

記
』）
は
当
時
の
学
び
の
風
景
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
い
る
。

菅茶山肖像（広島県立歴史博物館蔵）

菅茶山所用硯箱　表蓋「黄葉夕陽村舎」
（広島県立歴史博物館蔵）

菅
茶
山
と
廣
瀬
淡
窓
・
旭
荘



江
戸
時
代
、
私
塾
咸
宜
園
に
は
全
国
各
地
か
ら
門
下
生

が
入
門
し
て
お
り
、
当
時
は
塾
内
に
各
地
で
生
産
さ
れ
た

硯
を
始
め
と
し
て
、
多
種
多
様
な
文
房
具
が
使
わ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
咸
宜
園
跡
で
発
掘
さ
れ
た
硯
に
は
「
赤

間
関
」
の
銘
や
入
門
者
の
来
歴
を
示
す
「
明
正
寺
」
の
銘

が
刻
ま
れ
る
な
ど
、
当
時
の
生
活
を
物
語
る
資
料
が
出
土

し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
淡
窓
の
門
下
で
咸
宜
園
を
代
表
す
る
門
下
生

た
ち
が
所
用
し
た
硯
や
硯
屏
を
紹
介
す
る
。

田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
―
一
八
三
五
）
は
豊
後
国
岡

藩
の
人
。
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
画
家
と
し
て
活
躍

し
た
。『
豊
後
国
志
』
の
編
纂
で
は
中
心
を
成
し
た
。
淡

窓
と
の
交
流
は
『
淡
窓
日
記
』
に
よ
れ
ば
竹
田
は
「
田

能
村
行
蔵
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
咸
宜
園
を
訪

問
し
た
記
事
も
あ
り
、
そ
の
交
流
の
深
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
竹
田
の
子
・
太
乙
（
一
八
〇
八
‐

一
八
九
六
）
は
文
政
七
（
一
八
二
四
）
一
〇
月
二
三
日
、

一
七
才
の
と
き
に
咸
宜
園
に
入
門
し
た
。

現
在
、
竹
田
が
愛
用
し
た
と
さ
れ
る
硯
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
硯
の
姿
は
竹
田
本
人
が
描
き
残
し
、
そ
の
名
を

「
天
然
石
研
」
と
呼
称
し
た
。
ま
た
、
如
仙
も
そ
の
硯
に

つ
い
て
記
し
た
書
が
伝
わ
る
。

田
能
村
竹
田
と
廣
瀬
淡
窓
・
咸
宜
園

咸
宜
園
門
下
生
の
文
房
具

11

咸宜園入門簿「田能村太乙」
（廣瀬資料館蔵） 天然石研図巻（田能村竹田書 / 竹田市立歴史資料館蔵）

天然石研図巻（田能村如仙書 / 竹田市立歴史資料館蔵）

上：田能村竹田所用硯、下：天然石研図巻（田能村竹田画）竹田市立歴史資料館蔵
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第
二
章
●
咸
宜
園
と
の
交
流

中
島
子
玉
の
硯

中
島
子
玉
は
豊
後
佐
伯
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
。
藩
命
に

よ
り
同
藩
の
古
田
豪
作
と
二
人
で
文
化
一
三（
一
八
一
六
）

年
、
桂
林
園
（
咸
宜
園
の
前
身
）
に
入
門
し
た
。
子
玉
の

才
識
は
門
下
生
の
中
で
も
秀
逸
で
あ
り
、
淡
窓
も
自
ら
の

門
下
で
一
番
の
才
能
の
持
ち
主
と
評
価
し
た
。
そ
の
後
、

江
戸
の
昌
平
坂
学
問
所
で
の
遊
学
を
経
て
、
佐
伯
藩
の
藩

学
教
授
と
な
っ
た
が
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
、
三
四
才

で
病
没
し
た
。

子
玉
の
硯
は
計
七
点
伝
わ
る
が
、
そ
の
内
、
長
方
形
の

赤
間
硯
が
あ
り
、四
辺
が
タ
タ
キ
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
写
真
右
上
の
硯
の
形
状
が
恒
遠
醒
窓
の
所
有
す
る

拝
領
品
と
類
似
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

大
村
益
次
郎
の
硯
屏

大
村
益
次
郎
は
長
門
国
鋳
銭
司
秋
穂
出
身
の
医
家
で
、

兵
学
者
と
し
て
日
本
の
近
代
陸
軍
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で

あ
る
。
咸
宜
園
に
は
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
に
入
門

し
、
そ
の
後
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
蘭
学
を
学
ん
だ
。
適

塾
で
は
塾
頭
を
務
め
た
秀
才
で
あ
っ
た
。

大
村
の
遺
品
の
中
に
は
硯
は
見
当
た
ら
ず
、
文
房
具
は

皆
無
に
等
し
い
が
、

唯
一
伝
わ
る
の
が
硯

屏
で
あ
る
。
こ
れ
は

火
山
岩
質
の
石
製
品

で
前
後
も
判
然
と
し

な
い
状
態
で
あ
る
が

益
次
郎
の
郷
里
・
秋

穂
の
山
々
の
景
色
に

も
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
趣
深
い
文
具

で
あ
る
。

恒
遠
醒
窓
の
硯

恒
遠
醒
窓
は
豊
前
国
薬
師
寺
村
出
身
の
儒
学
者
で
文
政

二
（
一
八
一
九
）
年
、
咸
宜
園
に
入
門
し
た
。
退
塾
後
は

郷
里
で
私
塾
「
蔵
春
園
」
を
経
営
し
、
三
〇
〇
〇
人
も
の

門
弟
を
育
て
た
。
醒
窓
の
硯
は
多
く
伝
わ
る
が
中
で
も

平
戸
藩
で
講
義
し
た
際
に
藩
主
よ
り
拝
領
し
た
硯
は
縦

二
九
五
、
横
一
九
四
、
高
さ
三
〇
㎜
の
大
型
長
方
硯
で
あ

る
。
硯
首
の
端
部
の
両
角
を
削
り
落
と
す
の
が
特
徴
的
で

あ
る
。
な
お
硯
尾
側
は
隅
丸
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
硯
は
赤
間
石
の
天
然
硯
で
あ
る
。
硯
背
は
平
底
で

覆
手
は
無
く
、横
方
向
の
斫
り
痕
が
縦
に
走
る
。ま
た「
紫
」

「
金
」「
石
」
と
彫
ら
れ
た
銘
が
上
・
中
・
下
に
分
け
て
配

置
さ
れ
て
い
る
。

赤
間
硯
に
は
色
調
の
異
な
る
五
種
類
の
硯
石
が
採
用
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
紫
金
石
」
と
呼
ば
れ
る
縞

状
に
発
色
の
異
な
る
石
材
が
一
番
高
価
と
さ
れ
て
い
る
。

恒遠醒窓所用硯
（平戸藩主からの拝領品、個人蔵）

恒遠醒窓所用硯に彫られた
「紫金石」の銘（個人蔵）大村益次郎所用硯屏（山口市歴史民俗資料館蔵）

中島子玉所用硯（佐伯市教育委員会蔵）
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第
三
章
●
天
下
一
の
赤
間
硯

ま
た
文
献
上
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
記
さ
れ
た
『
梵

舜
日
記
』
（
一
六
一
二
）
に
「
赤
間
硯
」
と
あ
る
の
が
初

出
と
さ
れ
る
が
、
赤
間
硯
の
生
産
が
始
ま
っ
た
時
期
に
は

定
説
が
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
判
っ
て
い
な
い

赤
間
硯
の
特
徴
と
し
て
、
硯
の
裏
面
（
硯
背
）
に
「
赤

間
関
」
や
「
赤
間
関
住
」
と
と
も
に
硯
の
製
作
者
で
あ
る

「
大
森
土
佐
守
」
な
ど
の
文
字
（
銘
）
が
刻
ま
れ
て
い
る

例
が
多
く
知
ら
れ
、
石
材
の
紫
色
と
併
せ
て
赤
間
硯
の
存

在
を
知
る
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
伝
世
し
た

資
料
や
各
地
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
在
銘
の
赤

間
硯
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
（
岩

崎
二
〇
一
四
）

在
銘
の
赤
間
硯
で
来
歴
が
明
ら
か
な
資
料
と
し
て
戦
国

の
武
将
で
毛
利
輝
元
所
用
の
硯
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
硯
に
は
、
「
天
下
一　

赤
間
関
住

大
森
土
佐

守
」
と
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
「
長

府
藩
の
御
用
硯
師
を
務
め
た
大
森
家
譜
に
よ
れ
ば
、
応

「
赤
間
硯
」
は
現
在
の
山
口
県
下
関
市
の
古
称
で
あ
る

「
赤
間
（
関
）
」
の
地
名
を
冠
し
、
こ
の
場
所
の
名
産
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
称
で
あ
る
。
石
材
は
頁
岩

（
赤
色
）
と
さ
れ
、
古
く
は
豊
前
国
の
白
野
江
山
中
や
大

積
山
付
近
（
現
在
の
北
九
州
市
門
司
区
）
で
産
出
し
た
も

の
を
加
工
・
製
作
し
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
中
頃
以
降
は

旧
長
門
国
厚
狭
郡
（
現
在
の
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
か
ら

宇
部
市
）
に
採
石
の
中
心
が
移
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
産
出

地
が
広
範
囲
に
わ
た
る
ほ
か
、
石
材
も
紫
色
を
基
調
と
し

た
紫
金
石
や
紫
雲
石
、
紫
青
石
な
ど
五
種
類
が
あ
る
。

赤
間
硯
は
、
昭
和
五
一
年
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
、
現
在
も
宇
部
市
や
下
関
市
で
製
作
さ
れ
る
。

日
本
の
硯
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
『
本
邦
古
硯
考
』
に

よ
れ
ば
『
正
倉
院
文
書
等
』
に
は
「
研
」
ま
た
は
「
硯
」

と
表
記
さ
れ
た
ほ
か
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
記
事
か
ら
当

初
は
「
ス
ミ
ス
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
『
枕

草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
で
は
「
ス
ズ
リ
」
と
そ
の
読
み

方
は
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
呼
称
の
変
化
の
時
期

や
陶
硯
か
ら
石
硯
へ
と
材
質
が
変
化
す
る
時
期
と
し
て
、

一
〇
世
紀
後
半
頃
と
す
る
説
が
あ
る
。

次
に
赤
間
硯
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
物
証
と
し
て
は
鶴

岡
八
幡
宮
に
源
頼
朝
が
奉
納
し
た
赤
間
硯
の
存
在
が
広
く

知
ら
れ
る
が
、
異
説
も
あ
る
も
の
の
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば

一
二
世
紀
末
に
は
赤
間
硯
の
生
産
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

赤
間
硯
と
は

表　記 文　献 備　考

『梵舜日記』（慶長17年：1612）

『下関二千年史』（大正9年：1920） 第17節「名物」の見出しとして

長門紫硯 『毛吹草』(正保2年：1645）

『本朝字府秘伝』（宝永6年：1709）

『筑紫紀行』（享和2年：1802） 「此地（下関）の名産にて、硯石を売家多し」菱屋平七（吉田重房）著

『西遊記』（天明～寛政?：1781～1789?） 「赤間関の硯石は世の人皆知れる所なり」

赤間関紫硯 『扶桑記勝』：貝原益軒(1630〜1714)

赤間石 『萬金産業袋』（享保17年：1732） 「硯石」として紹介

『雅遊漫録』（宝暦13年：1763） 「硯石」として紹介

『西遊雑記』（天明3年：1783） 「此辺の名産」。「硯石」として、石材産地とは別に紹介

名物の硯 『長崎行役日記』（明和4年：1767）

赤間関の硯石 『太宰管内志』(天保12年：1841)

　（岩崎2006.3より一部改変）

赤間硯

硯石

赤間関

赤間硯の名称　（年代の明らかなもの、『古事類苑』・『下関二千年史』をもとに作成）

毛利輝元所用硯 （毛利博物館蔵）：硯背
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郷
が
所
蔵
し
た
硯
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
先
に
紹
介
し
た
高
山
彦
九
郎
（
８
頁
参
照
）
も

「
赤
間
関
正
清
作
」
と
銘
の
入
っ
た
硯
を
愛
用
し
た
。

文
献
史
料
に
見
る
赤
間
硯
の
制
作
と
販
売

赤
間
硯
の
生
産
は
、
筑
前
博
多
で
一
二
世
紀
前
半
か
ら

赤
間
石
（
紫
色
の
石
材
）
を
使
用
し
た
制
作
が
始
ま
っ
た

と
さ
れ
、
博
多
支
配
を
確
立
し
た
中
世
大
内
氏
に
よ
り
朝

鮮
へ
の
輸
出
拡
大
も
あ
っ
て
硯
の
生
産
は
盛
ん
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。

ま
た
、
赤
間
硯
の
石
材
供
給
地
は
豊
前
田
野
浦
（
白
野

江
や
大
積
等
）
か
ら
長
門
厚
狭
へ
と
移
り
、
製
造
は
長
門

赤
間
関
（
下
関
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
採

石
・
製
造
・
販
売
が
分
職
す
る
の
は
一
八
世
紀
後
半
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
販
売
に
関
し
て
は
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年

の
「
万
請
取
手
紙
留
（
徳
山
毛
利
家
文
庫
）
」
に
は
硯
の

代
金
と
と
も
に
硯
石
の
種
類
と
装
飾
（
彫
り
物
）
の
例
が

示
さ
れ
、
大
原
数
馬
や
大
森
土
佐
と
い
っ
た
硯
司
の
名
前

も
記
さ
れ
る
。
大
森
土
佐
（
守
）
は
「
天
下
一
」
の
称
号

を
許
さ
れ
た
赤
間
硯
を
代
表
す
る
硯
司
で
あ
る
。
ま
た

「
長
州
厚
狭
駅
村
田
屋
利
祐 
赤
間
関
硯
広
告
（
塩
田
家

文
書
）
」
な
る
史
料
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
硯
な
ど
の
文
房

具
に
関
す
る
広
告
チ
ラ
シ
で
、
紫
金
石
、
斑
石
、
島
石
、

青
石
な
ど
の
硯
石
の
種
類
の
ほ
か
硯
司
の
鎌
田
友
堅
の
名

や
石
材
の
供
給
元
な
ど
の
情
報
が
多
く
含
ま
れ
る
。

永
二
（
一
三
九
五
）
年
藤
原
鎌
足
の
子
孫
の
直
幸
新
吾

が
、
門
司
で
製
硯
業
を
創
始
し
た
と
あ
る
。
新
吾
は
応
永

二
一
（
一
四
一
四
）
年
、
硯
を
将
軍
足
利
義
持
に
献
上

し
、
「
天
下
一
土
佐
守
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
そ
の

次
の
藤
原
直
秀
が
延
徳
年
間
（
一
四
八
九
～
九
二
）
に

下
関
に
渡
来
し
て
、
製
硯
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
文
禄

元
（
一
五
九
二
）
年
、
藤
原
次
郎
右
衛
門
入
道
芳
清
は

豊
臣
秀
吉
か
ら
大
森
の
姓
を
賜
っ
た
。
さ
ら
に
元
和
四

（
一
六
一
八
）
年
、
芳
清
の
子
の
大
森
頼
澄
は
、
硯
を
後

陽
成
天
皇
に
献
上
し
、
再
び
天
下
一
の
刻
銘
を
許
さ
れ

た
と
い
う
。
」
（
山
口
県
赤
間
硯
生
産
協
同
組
合
）
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
天
下
一
」
の
称
号
は
、
天
和
二

（
一
六
八
二
）
年
、
徳
川
綱
吉
に
よ
り
「
天
下
一
」
の
称

号
を
使
用
禁
止
す
る
令
が
出
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
生
産

さ
れ
る
赤
間
硯
に
は
硯
司
の
側
か
ら
「
天
下
一
」
の
銘
を

刻
む
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。

　

近
世
以
降
の
赤
間
硯
の
発
展
は
目
覚
し
く
、
学
問
の
普

及
や
庶
民
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
伴
い
そ
の
需
要
も
大
き

く
高
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歴
史
上
の
著

名
な
人
物
も
こ
の
赤
間
硯
を
愛
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
特
に
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
人
物
と
赤
間
硯
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

生
産
地
の
長
州
（
現
在
の
山
口
県
）
で
は
吉
田
松
陰
が

愛
用
し
た
赤
間
硯
（
20
‐
21
頁
コ
ラ
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万請取手紙留・宝永四年八月五日
 （徳山毛利家文庫 / 山口県文書館蔵）

引札　「長州厚狭駅村田屋利祐赤間関硯広告」
（塩田家文書 / 山口県文書館蔵）
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西	
 暦 年	
 号 事　　項

1935 昭和10年

厚狭高等女学校の『青葉会誌』に中に同校教員梅田茂雄が著述した『厚狭町の化石と硯石』という論文があり、これには「一、
赭色擬灰岩は赭色で密である。成分は石灰微細なる長石にして雲母様微晶褐色にして、微粒様泥化せる輝石である。二、この石
船木の北森広より出る。岩滝にては100米内外なり。三、硯石統中には未だ化石を見ず、時代未詳である。四、赤間硯の創始は徳
川時代であるが、その集散地が赤間関だったので赤間硯の名称で呼ばれているが、実は厚狭硯か万倉硯というべきであろう。
五、最近山口県工業試験場で、硯製造の際に生じた残屑が、陶器の釉薬として適当であると発表されている。六、専ら農業の副
業として、農閑期に小規模な産業として行なわれる。」と記述してある。

1938 昭和13年
厚狭に赤間硯製造株式会社が設立され、家内工業から工場工業に移動したが、1937年から起こっている支那事変の影響を受け、
労働力を軍需産業にとられ、設立まもなく一時中止される。

1949 昭和24年 六三制実施に伴って、習字が義務教育から外されて、自由教科となる。

1951 昭和26年
『厚狭郡誌』に岩滝自治会に「現在では農業の副業として、須子昇進堂・日枝玉峯堂・柳井留一・伊藤助次郎・原田易馬の各氏
が僅かにやっていることは、本村の特産物として寂しいものである。」とあり、五名が制作していたことが確認できる。

1957 昭和32年 『防長風土記』の中に、「万倉地区硯工五戸で硯二千五百個産出」と記述してある。

1958 昭和33年
厚狭の長門石材株式会社で再度工場工業として生産を始めたが、工場生産に適さず、また厚狭での硯石を堀り尽くしたため、三
年間で中止される。

1968 昭和43年 小学校で習字が正課として復活する。

1973 昭和48年
赤間硯組合の資料によると、岩滝自治会に13軒、28名の従事者、岩滝自治会以外に4軒、6名の従事者がおり、年間約7000個生産
していたとされる。

1975 昭和50年
赤間硯協同組合設立。赤間硯協同組合の構成員は、下井利弘・阿野ミチル・堀実・植野鉄雄・柳井猛・縄田民人・林益良・下井
百合昭・日枝敏夫・伊藤孝夫・島川春美・寺田恒若・日下健一の13人で従業員総数は29人であり、大部分は配偶者及び家族であ
る。

1976 昭和51年 通商産業大臣（現在の経済産業大臣）により伝統的工芸品に指定される。

1978 昭和53年
伝統的工芸品認定によって、昭和53年から昭和58年まで、伝統的工芸品産業振興事業が行なわれる。内容は新しい坑道を開ける
ための調査・後継者の育成・技術技法の改善向上・需要の開拓・作業環境の改善・従事者の福利厚生の増進・消費者への情報提
供などの産地基盤の強化を図るための長期的なものである。

2001 平成13年
現在の硯職人として、岩滝自治会に柳井猛・下井百合昭・下井利弘・日枝敏夫・下井昭弘の5名、下関市に堀尾信夫・岡田清（岩
滝自治会出身者で若田石も制作）の2名が僅かに制作している。

（日枝2002より一部改変）

文　献 主要な硯または石材

『毛吹草』(1645) (山代）硯細工　高嶋硯　高田硯　長門紫硯　ヲガチ硯石　土佐硯石　文司関硯石

『雍州府志』(1684) 洛西嵯峨　大井川　洛東高野川　丹波石王寺之石　周防国　土佐国　美作国高田

『本朝字府秘伝』(1709) 熊野那智　江州高島　長州下関　肥州焼山　城州鳴滝

『和漢三才図会』(1712)
長州下関　若州宮河　江州高島　洛西嵯峨　下級品として天草　予州
*「長門国土産」として「硯石」

『萬金産業袋』（1732） 土佐石　水尾　高田　石王子　若狭　赤間石　高島　佐渡石

『雅遊漫録』（1763） 江州高島　長州赤間関　播州赤石　若州宮川　城州嵯峨　常州鹿嶋　作州　佐州海石

『好古小録』(1795)
土佐石　石王寺　雨端　鳳足　月輪　高雄　高島　日光石　桜川　寒水島寒水　黒山　金鳳石　養老　内山石　高
田　加茂川石　高野川石　鏡石　二見石　白石　白浜石　高浜　木葉石　高山石　赤間関

『和漢研譜』(1797)
清滝石　鳴滝石　月輪石　鴨川石　石王子石　虎斑石　紅梅石　養老石　馬蹄石　葡萄石　紫金石　金鳳石　藍石
雨端石　青石　瑪瑙石　桜川石　豆斑石　琥珀石　研嵓石　玉川石　高田石　瑪瑙石　啄瀬石　木葉石　黄石　淄
石　衣滴石　寒水石　嶋石　白石　青雲石　内岩石　鏡石　高岩石　若獅子石　高野川石

『一話一言』
(1779-1820)

丹波石王子　美作高□　土佐室石　若狭宮川石　三河鳳来寺　紀伊那智黒　仙台雄勝石　常陸桜川石　駿河阿部石
駿河葡萄石　肥後八代石　長門赤間関　近江高島　さらに「追而書付越候分」として　美濃養老之滝辺ヨリ出候石
越前石　水戸かんすい石　阿波石　越後石　高尾石　水尾石　うずまき石　紀伊石　木葉石

『米庵墨談』(1812)
若狭宮川石　山城嵯峨愛宕石　長門赤間石　甲斐雨端石　陸奥桜川石　肥前田浦石　備中高嵓石　対馬若田石　参
河金鳳石

『硯材誌』（1886）

宝名石　（蓬莱寺石　金鳳石）　丹波石王寺石　赤間石（紫金石）　宮川石（若紫鳳足石　紅梅）　紀伊琴浦石
（若山石）　那智黒石（淄石）　白浜石　山城鴨河石　嵯峨石　粟御崎石（月輪石）　高雄石（清滝石）　高野川
石　鳴滝石　土佐西寺衣石（衣滴）　嶋石　美作高田石　雨端石　桜川石　日光石（研嵓石）　陸奥赤間石　正法
寺石　近江高島石　常陸小久慈石　鼈甲石（斑石）　馬蹄石
*（　　）は「一名○○」と記されたもの

赤字は「赤間硯」に関する記事　　　　　　　　　　　　　　　（岩崎2006.3より一部改変）

（年代の明らかなもの、『古事類苑』・『下関二千年史』をもとに作成）

赤間硯の歴史年表（2）

文献に登場する主要な硯・硯材



赤間硯の歴史年表
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西	
 暦 年	
 号 事　　項

源頼朝が後白河法皇より拝領した「風字硯」を現在の神奈川県鎌倉市の鶴岡八幡宮に奉納する。

『平家物語』で建礼門院が壇ノ浦に入水されたとき、御衣の袂に御硯を入れたとされているが、御硯が赤間関のものとされてい
る。

1395 応永2年 直幸新吾が現在の福岡県北九州市門司区で硯彫り業を始める。直幸新吾は藤原鎌足の九代の末流とされている。

1422 応永29年 直幸新吾の子孫、市郎兵衛直秀が土佐守玉雲斎と称す。

1489～
1492

延徳年間 市郎兵衛直秀改め、土佐守玉雲斎が赤間関（現在の山口県下関市）に移住する。

1538 天文7年 大内氏が対外貿易に「紫石紋硯」を輸出する。

1592 文禄元年 豊臣秀吉が次郎右衛門入道藤原芳清に大森家の家名を与える。初代大森次郎右衛門芳清が誕生する。

1618 元和4年 二代大森太郎次郎頼澄（芳清の子）が後陽成天皇に「竜門のすずり」を献上し、宣旨を受ける。

1643 寛永20年 三代大森頼元（頼澄の子）も宣旨を受ける。

1643～
1741

寛永20年
～寛保元年

四代大森仁左衛門の時、豊前国の硯石の採石が禁止になる。

1645 正保2年 松江重頼が『毛吹草』の中で「長州紫石」を挙げ、紫石の最高品と言っている。

1688～
1716

元禄元年
～享保元年

現在の山口県厚狭郡山陽町でも採石が始まる。後に藩の御畠山に指定される。

1690～
1692

元禄3年
～5年

エンゲルト・ケムプェルの『長崎から江戸まで』の一部に「市内は至るところに店舗にして町の近き石山より切りださるる灰色
の蛇紋の石を刻みてすずりなどつくる家多し」と下関市内の情況が記述してある。

1712 正徳2年 寺島良安は『倭漢三才図会』の中で『紫石のすぐれた硯石』と言っている。

四代大森仁左衛門が、吉田宰判管内の地内、稲倉山（現在の山口県厚狭郡山陽町）に採石可能な場所を見つける。稲倉山を大森
山と唱え、大森家に採石権が与えられ、また藩の御用硯師となる。その後採石場は、現在の山口県厚狭郡楠町まで広がり、しだ
いに山陽町や楠町でも制作が始まる。

長州国厚狭稲倉村畦頭の今橋十左衛門は、清安寺（現在の山口県厚狭郡山陽町）の目白不動明王の霊夢により、紫金石を掘り出
す。

1767 明和4年
長久保赤水の『長崎行役日記』に『赤間関の町へ出て名物の硯を買う。紫石は当地の厚狭村より出づ、青石は豊前国田の浦大積
山より出づという。』と記述してある。

1772
明和9年
安永元年

五代大森助左衛門のとき、硯株券が無ければ営業できなくなる。また藩の御用硯の硯職人として二十石を賜っていた。以後大森
家は、政右衛門・半兵衛・茂十郎・瀬兵衛・直蔵を経て太郎次郎頼寿と続いていく。

1783 天明3年
『古川古松軒の西遊雑記』の中に「赤馬関と称する硯石はことごとく此の辺の名産なり。上品の石は厚狭村という処の山より出
るという。この処へはゆかず、中古の石は大積山というより数多く出ることにして、夫を下の関へ渡すを硯に製して他国に出す
事也。」と記述してある。

1827 文政10年 『厚狭郡風土記』の中に「厚狭郡山陽町に硯師が27軒あり、農業の副業として盛んになった。」とある。

1830～
1843

天保年間
『防長歴史探訪』に「嘉兵衛という人が、偶然に自分の家の畠のうちから掘り出した石で硯を作り出し、代々硯作りを始め、硯
屋の姓を名乗るようになった。現在、広島県の宮島にある厳島神社には、硯屋氏の奉納した硯が残っている。」と記述してあ
る。

1842 天保13年
『防長風土注進案』に「吉田宰判　厚狭村の部に硯師二十七件、徳銀六貫二百五拾目、硯家二軒。　船木宰判　西萬倉村の部に
硯細工徳銀百五十目。逢坂村硯師七軒、徳銀一貫二百六十目」の記述がある。

1868 明治元年
大森茂十郎の弟子、幼名は藤吉、字を寿満が大森家を相続する。名を太郎次郎頼寿と改める。
初代大森玉池軒の誕生。

1868～
1875

明治元年
～8年

初代大森玉池軒の長男頼三が廢嫡となり、二十四歳で上京し、硯師、玨泉堂（かくせんどう）を始める。

明治時代の硯職人として、明治時代前期には松部十蔵（長府宮ノ前）・中島伊予吉（東南部町）・山名（入江町）・杉山（観音
羊崎町）・盛永（神宮司町）・大山（入江町）がいる。明治時代中期には下津（西之端町）・三島（西之端町）・伊藤（西之端
町）・枝村（西細江町）がいる。

『防長歴史探訪（二）』には、楠町の制作について「明治になって学制が発布されてから、硯工業はにわかに活気をおび、硯工
は一挙に10倍の200人余りに増えた。その製品は、小学生用の手ごろの品が大部分であった。」と記述してある。

1875 明治8年 初代大森玉池軒の次男源蔵が二代玉池軒となる。

二代玉池軒が東京博覧会の審査員となる。

厚狭郡厚狭村硯石鉱借区が開坑される。

二代玉池軒が長府毛利家の装飾方に選出される。

二代玉池軒の養子、久三郎が三代玉池軒となる。下関市では三代玉池軒・枝村・中島伊予吉の支店の三店になる。三代玉池軒は
戦前急死し、また戦災によって家伝の『大森文書』も灰になり、大森家は癈絶する。

現在の厚狭郡楠町万倉・船木地区の硯業者間で価格表が定められ、その後赤間硯改良組合卸定価表が作成される。

1916 大正5年
『山口県治概要』雑工品の項に「厚狭郡万倉村及び厚狭村より切り出し、多くの赤間関にて製造販売するを以てその名あり。最
も昔は門司付近より原材を切り出せしものなりという。石質は堅牢緻密なり。年産額一万四千六百円にして、販路は内地、台
湾、朝鮮とす。」と記述してある。

『厚狭郡誌』に「万倉村で硯の製造が三十五戸で四千九百二十五個の生産をあげる。」と記述してある。

大森玨泉堂が下関に戻り、玨泉堂を起こすが失敗する。

1926 大正15年
『厚狭郡誌』の山陽町の項に「工業品として赤間硯の本場たる硯の製造がある…略…その発達は年を逐うて盛んになり、現今で
は十五萬二千余個を製造している。」と記述してある。

建久2年

明治5年以降
の記事

明治時代

1741 寛保元年

1191

1923 大正12年

1880 明治13年

明治36年1903

赤間硯の歴史年表（1）



■採石方法
①原石の周囲をハンマーで叩

き、断層のずれや割れ、不純
物の有無を判断し、塊として
採石できる方法を検討します。

②削岩機で石層を緩め、バール
を断層のずれに差込み、テコ
の原理で浮かし、採石します。

③採石しようとする硯石の周囲
が削岩機によっても崩せない
時は、黒色火薬を使用します。

◀採石風景

坑内からの運びだし
採石した硯石は、トロッ
コを使用して坑内から出
します。 

▲坑内から出された原石
▲坑内から硯石を出す風景

■割り出し
制作しようとする硯の厚さを
考慮して割り出します。

▲割り出した面▲割り出し工程

■型取り
必要な寸法にダイヤモン
ドの丸ノコで水を掛けな
がら切断します。　　　
角形の硯以外の丸形や小
判形などは切断後、ノミ
やタガネで削ったり、砥
石で修正したりすること
で型取りします。

◀切断工程 

■内彫り
仕上げ彫り
全体の粗彫りを終えると、
硯面のバランスに注意しな
がら粗彫りしたノミ跡を滑
らかにします。　　
硯によっては硯背（硯の裏
面）を彫ることもあります
が、硯面と同様の方法で行
ないます。

◀硯面の最終仕上げ 

■仕上げ 漆の塗布
①漆を墨堂(丘)と墨海(海)

以外に塗ります。
②漆が薄く均一になるよう

に軽く布で拭きます。

▲漆の塗布

■磨き ①砥石を使用して、内
彫りしたノミ跡や平
板作りの際使用した
「円盤」で磨いだ粗
い面を滑らかに　し
ます。

②耐水ペーパーを180
番・320番・600番
と粒度を上げていく
ことで、表面を滑ら
かにしていきます。 

▲粗磨き

■磨き
仕上げ彫り
墨堂（丘）と墨海
（海）は耐水ペー
パーを320番で止
め、目立て石で研
磨することで、固
形墨が磨れるよう
にします。

▲目立て

硯　作　り

▲拭きあげ

監修：日 枝 陽 一
18



■採石方法
①原石の周囲をハンマーで叩

き、断層のずれや割れ、不純
物の有無を判断し、塊として
採石できる方法を検討します。

②削岩機で石層を緩め、バール
を断層のずれに差込み、テコ
の原理で浮かし、採石します。

③採石しようとする硯石の周囲
が削岩機によっても崩せない
時は、黒色火薬を使用します。

◀採石風景

坑内からの運びだし
採石した硯石は、トロッ
コを使用して坑内から出
します。 

▲坑内から出された原石
▲坑内から硯石を出す風景

■割り出し
制作しようとする硯の厚さを
考慮して割り出します。

▲割り出した面▲割り出し工程

■型取り
必要な寸法にダイヤモン
ドの丸ノコで水を掛けな
がら切断します。　　　
角形の硯以外の丸形や小
判形などは切断後、ノミ
やタガネで削ったり、砥
石で修正したりすること
で型取りします。

◀切断工程 

■内彫り
仕上げ彫り
全体の粗彫りを終えると、
硯面のバランスに注意しな
がら粗彫りしたノミ跡を滑
らかにします。　　
硯によっては硯背（硯の裏
面）を彫ることもあります
が、硯面と同様の方法で行
ないます。

◀硯面の最終仕上げ 

■仕上げ 漆の塗布
①漆を墨堂(丘)と墨海(海)

以外に塗ります。
②漆が薄く均一になるよう

に軽く布で拭きます。

▲漆の塗布

■磨き ①砥石を使用して、内
彫りしたノミ跡や平
板作りの際使用した
「円盤」で磨いだ粗
い面を滑らかに　し
ます。

②耐水ペーパーを180
番・320番・600番
と粒度を上げていく
ことで、表面を滑ら
かにしていきます。 

▲粗磨き

■磨き
仕上げ彫り
墨堂（丘）と墨海
（海）は耐水ペー
パーを320番で止
め、目立て石で研
磨することで、固
形墨が磨れるよう
にします。

▲目立て

硯　作　り

▲拭きあげ

監修：日 枝 陽 一

現在、採石してい
る 坑 道 の 入 り 口
は、かがんで入ら
なければならない
高さです。
坑道は標高130メ
ートルの位置にあ
り 、 斜 度 約 2 0 度
で長さ約25メート
ル入っています。 

▲坑道の入り口

図解 赤間硯
制作工程

■平板作り
「 円 盤 」 は 厚 さ 約
20ミリの円形の鉄
板上に水と珪砂を流
し、これをモーター
で 回 転 さ せ る こ と
で、硯石を研磨する
ものです。丸形や小
判形などの型取りに
も使用します。

▲「円盤」での平面出し 

■内彫り
縁の大きさ決め
硯面上に墨堂（丘）と墨海（海）
の大きさを決めます。 

▲線引き ▲縁の大きさ決め 

■内彫り
縁立て
縁立ては彫る過程で最も重
要なものです。
縁立てをしっかり行なって
いなければ墨堂も墨海も彫
ることもできません。
その良し悪しは制作後の道
具としての用途も造形性に
も大きく影響します。

◀縁立て 

■内彫り 粗彫り
重さのある粗彫り用のノミや
ピックノミで粗彫りし、同時
に墨堂（丘）と墨海（海）を
繋ぐ胸を制作します。 

◀
胸
彫
り ▲粗彫り

■仕上げ■完成した硯 色粉の定着
色粉を振り掛けると直ちに
刷毛で軽く刷り込み、余分
な色粉を落とすと同時に　
色粉を定着させます。

▲色粉の付着 

　硯の制作過程は何処の硯の産地でもほぼ同様の工
程であり、新端溪硯のように各工程を分業して行な
っているものを除いて、一般的には採石から制作、
販売までを制作者が行なっていることが多い。この
採石と制作の工程をまとめることで、伝統的に行な
われてきた制作を明確にすると同時に、作品制作時
の変更点などを明らかにする。

採　　石

▲色粉の定着 ◀赤間 太史硯 
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コ
ラ
ム
●
吉
田
松
陰
の
「
功
臣
」
赤
間
硯

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館

上
席
学
芸
員

島

元

貴

「
硯
は
己
酉
（
嘉
永
二
年 

一
八
四
九
）
の
七
月
か
、

赤
間
関
廻
浦
の
節
買
得
せ
し
な
り
、
十
年
余
著
述
を
助

け
た
る
功
臣
な
り
」 
― 
吉
田
松
陰
が
、
二
十
～
三
十
歳

の
十
年
に
わ
た
り
愛
用
し
た
赤
間
硯
を
評
し
た
文
章
で

あ
る
。
こ
の
硯
は
、
長
方
形
で
、
長
辺
五
寸
五
分
（
約

十
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
短
辺
二
寸
五
分
五
厘

（
約
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
厚
さ
五
分
（
約
一
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
特
に
装
飾
や
彫
り
込
み
は
施

さ
れ
て
い
な
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い

る
。吉

田
松
陰
は
、
幕
末
萩
藩
の
兵
学
者
で
、
松
下
村
塾
を

主
宰
し
、
高
杉
晋
作
・
久
坂
玄
瑞
・
伊
藤
博
文
・
山
縣
有

朋
な
ど
、
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
多
く
の
逸
材
を
育
て

た
。
萩
の
松
下
村
塾
は
、
日
田
の
咸
宜
園
・
大
阪
の
適
塾

と
と
も
に
幕
末
の
三
大
私
塾
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

松
陰
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
萩
藩
士
杉
百
合

之
助
・
滝
夫
妻
の
二
男
と
し
て
萩
城
東
郊
の
通
称
松
本
村

に
生
ま
れ
た
。
五
歳
で
萩
藩
校
明
倫
館
の
山
鹿
流
兵
学
師

範
を
世
襲
す
る
吉
田
家
の
養
子
と
な
り
、
六
歳
の
時
、
養

父
で
叔
父
に
あ
た
る
吉
田
大
助
（
杉
百
合
之
助
の
実
弟
で

吉
田
家
の
養
子
と
な
る
も
、
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
甥

の
松
陰
を
養
子
と
し
た
）
の
死
に
よ
り
吉
田
家
の
当
主
と

な
っ
た
。
吉
田
家
を
継
い
だ
松
陰
は
、
兵
学
師
範
と
な
る

べ
く
、
猛
烈
な
勉
学
の
日
々
を
送
っ
た
。
や
が
て
松
陰

は
、
世
界
中
を
植
民
地
化
し
て
い
た
欧
米
列
強
か
ら
日
本

を
ど
う
守
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

萩
藩
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
海
岸
線
の
防
備

を
固
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
松
陰
は
藩
命
に
よ
り

「
水
陸
戦
略
」
と
い
う
意
見
書
を
藩
に
提
出
し
、
海
防
の

具
体
策
を
説
い
た
。
藩
は
松
陰
な
ど
兵
学
者
・
砲
術
家
に

萩
藩
領
日
本
海
沿
岸
を
視
察
さ
せ
、
海
防
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
た
。
松
陰
を
は
じ
め
視
察
団
は
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
七
月
六
日
か
ら
二
十
三
日
の
十
八
日
間
を

か
け
て
萩
か
ら
赤
間
関
（
下
関
）
を
視
察
し
た
。
こ
の

時
、
松
陰
が
書
い
た
旅
日
記
「
廻
浦
紀
略
」
を
見
る
と
、

船
で
旅
を
し
な
が
ら
海
岸
線
の
地
形
を
検
分
し
、
敵
が
上

陸
で
き
そ
う
な
場
所
や
、
台
場
を
置
く
べ
き
場
所
を
確
認

し
、
各
地
の
藩
役
人
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
赤
間
関
に
は
七
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
の
間
滞
在

し
、
亀
山
台
場
な
ど
各
地
の
台
場
を
検
分
し
て
、
巌
流
島

に
上
陸
、
日
和
山
に
登
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
。
ま

た
か
ね
て
か
ら
文
通
し
て
い
た
豪
商
伊
藤
静
斎
を
訪
ね
、

同
宅
で
頼
山
陽
の
息
子
頼
三
樹
三
郎
と
交
流
し
漢
詩
を
贈

り
合
っ
た
。
こ
の
十
年
後
、
松
陰
と
三
樹
三
郎
は
共
に

「
安
政
の
大
獄
」
に
よ
っ
て
刑
死
し
て
お
り
、
因
縁
め
い

た
出
会
い
と
な
っ
た
。
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
松
陰
愛
用

の
赤
間
硯
は
こ
の
視
察
旅
行
中
に
入
手
し
、
以
後
愛
用
し

た
も
の
で
あ
る
。

時
は
流
れ
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
月
二
十
七

日
、
松
陰
は
「
安
政
の
大
獄
」
に
よ
っ
て
江
戸
伝
馬
町
の

獄
で
斬
首
さ
れ
、
三
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
の
一
週

間
前
、
死
罪
を
覚
悟
し
た
松
陰
は
、
国
許
の
親
族
に
遺
書

吉
田
松
陰
の
「
功
臣
」
赤
間
硯

松下村塾　石標柱のあたりに土蔵の祠が
建立されていた

吉田松陰肖像
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を
認
め
た
。
今
日
で
い
う
「
永
訣
の
書
」
で
あ
る
。
こ
の

書
に
自
分
の
死
後
、
遺
体
な
ど
の
処
置
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
遺
言
し
た
。

「
私
首
は
江
戸
に
葬
り
、
家
祭
に
は
私
平
生
用
候
硯
と
去

年
十
月
（
十
一
月
）
六
日
呈
上
仕
候
書
と
を
神
主
と
成
さ

れ
候
様
頼
奉
り
候
。
硯
は
己
酉
の
七
月
か
…
（
以
下
本
稿

冒
頭
の
文
章
に
同
じ
）
」

遺
体
は
江
戸
に
埋
葬
し
、
萩
に
は
愛
用
の
赤
間
硯
と
自

分
が
家
族
に
宛
て
た
書
状
を
祀
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る

が
、
こ
こ
で
い
う
「
神
主
」
は
、
神
葬
祭
（
神
道
式
の
葬

儀
形
式
）
の
霊
璽
の
こ
と
で
、
仏
教
で
い
う
位
牌
に
相
当

す
る
。
松
陰
の
実

家
杉
家
と
養
家
吉

田
家
で
は
、
杉
百

合
之
助
・
吉
田
大

助
兄
弟
に
よ
っ
て

文
政
年
間
か
ら
祖

先
祭
祀
を
神
道
式

と
仏
教
式
の
両
方

で
行
っ
て
い
た
。

松
陰
は
神
道
式
祭

祀
で
の
自
分
の
霊
璽
と
し
て
こ
の
二
つ
を
指
定
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

杉
家
で
は
遺
言
に
従
い
、
最
初
は
邸
内
で
硯
な
ど
を
祀

っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に

松
下
村
塾
の
西
隣
に
土
蔵
の
祠
を
私
的
に
建
立
し
、
そ
こ

に
こ
れ
ら
を
祀
っ
た
。
や
が
て
松
下
村
塾
出
身
者
な
ど
か

ら
、
こ
の
祠
を
公
の
神
社
と
す
べ
し
と
の
発
議
が
あ
り
、

伊
藤
博
文
と
野
村
靖
の
連
名
で
神
社
創
建
の
誓
願
書
が
山

口
県
に
提
出
さ
れ
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
松
陰

神
社
が
創
建
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
松
陰
愛
用
の
赤
間
硯

は
現
在
に
至
る
ま
で
松
陰
神
社
の
御
神
体
と
し
て
奉
安
さ

れ
て
い
る
。

吉
田
松
陰
は
質
素
倹
約
を
旨
と
す
る
誠
実
な
人
柄
だ
っ

た
。
書
画
骨
董
に
は
関
心
が
な
く
、
身
の
回
り
の
物
に
も

こ
だ
わ
り
が
無
か
っ
た
よ
う
で
、
所
用
品
も
数
え
る
ほ
ど

し
か
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
も
飾
り
気
の
な
い
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
著
述
や
抄
録
、
手
紙
、

写
本
な
ど
は
膨
大
な
数
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
松
陰
神
社
と

山
口
県
が
所
蔵
す
る
関
係
資
料
で
山
口
県
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
一
〇
〇
〇
点
を
超
え

る
。
松
陰
に
と

っ
て
は
こ
れ
ら

の
著
作
物
こ

そ
、
自
身
の
志

を
反
映
し
た
か

け
が
え
の
な
い

物
だ
っ
た
。
そ

れ
ら
を
生
み
出

す
上
で
必
要
不

可
欠
だ
っ
た

「
功
臣
」
赤
間

硯
は
、
自
ら
の

魂
が
宿
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
施
設
紹
介
】

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館

吉
田
松
陰
の
遺
墨
・
遺
品
な
ど
を
展
示
、
松
陰
が
遺
し

た
遺
書
「
留
魂
録
」
は
必
見
。

開
館
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

休
館
日

年
中
無
休

入
館
料

大
人
五
〇
〇
円
・
中
高
生
二
五
〇
円

小
学
生
一
〇
〇
円

所
在
地

山
口
県
萩
市
椿
東
一
五
三
七

電

話

〇
八
三
八
―
二
四
―
一
〇
二
七

永訣の書

松陰神社神殿

吉田松陰の「功臣」赤間硯

松陰神社宝物殿至誠館



第
四
章

　日本
遺
産

　
　
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群

　
　
　
　
　
　
ー
学
ぶ
心
・
礼
節
の
本
源
ー
」

○



国
は
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
『
日
本
遺
産

（Japan H
eritage

）
』
と
し
て
認
定
し
、
観
光
振
興
な

ど
地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
し
た
。

「
文
化
財
を
活
用
し
た
地
方
創
生
」
、
「
文
化
財
版
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
」
戦
略
と
し
て
、
文
化
財
の
保
存
・
整
備
を

図
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
国
内
外

へ
発
信
し
、
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
施
策
で
あ
る
。
平

成
二
七
年
は
全
国
で
一
八
件
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
下
、
日
本
遺
産
の
目
的
や
概
要
、
そ
し
て
今
回
認
定

を
受
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を
紹
介
す
る
。

●
日
本
遺
産
の
説
明
（
文
化
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

（
１
）
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

　

認
定

　

「
日
本
遺
産
（Japan H

eritage

）
」
は
、
地
域
の

歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統

を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁

が
認
定
す
る
も
の
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
魅
力
溢
れ
る
有
形
や
無
形
の
様
々
な
文
化
財

群
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用

し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
戦
略
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
世
界
遺
産
や
指
定
文
化
財
と
の
違
い

　

世
界
遺
産
登
録
や
文
化
財
指
定
は
、
い
ず
れ
も
登

録
・
指
定
さ
れ
る
文
化
財
（
文
化
遺
産
）
の
価
値
付
け

を
行
い
、
保
護
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。
一
方
で
日
本
遺
産
は
、
既
存
の
文
化
財
の
価
値

付
け
や
保
全
の
た
め
の
新
た
な
規
制
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
点
在
す
る
遺
産
を

「
面
」
と
し
て
活
用
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

（
３
）
認
定
に
よ
る
効
果

「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
る
と
，
認
定
さ
れ
た
当

該
地
域
の
認
知
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
今
後
、
日
本

遺
産
を
通
じ
た
様
々
な
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認
や
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
化
等
に
も
貢
献
し
、
ひ
い
て
は
地
方
創
生
に
大

い
に
資
す
る
も
の
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
認
定
の
タ
イ
ト
ル

「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群

―
学
ぶ
心
・
礼
節
の
本
源
―
」

●
認
定
自
治
体

茨
城
県
水
戸
市
、
栃
木
県
足
利
市
、
岡
山
県
備
前
市
、

大
分
県
日
田
市

●
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

「
我
が
国
で
は
、
近
代
教
育
制
度
の
導
入
前
か
ら
、
支

配
者
層
で
あ
る
武
士
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
庶
民
も
読
み

書
き
・
算
術
が
で
き
、
礼
儀
正
し
さ
を
身
に
付
け
る
な

ど
、
髙
い
教
育
水
準
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
藩
校
や
郷

学
、
私
塾
な
ど
、
様
々
な
階
層
を
対
象
と
し
た
学
校
の
普

及
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
明
治
維
新
以
降
の
い
ち
早
い

近
代
化
の
原
動
力
と
な
り
、
現
代
に
お
い
て
も
、
学
問･

教
育
に
力
を
入
れ
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
日
本
人
の
国
民
性

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
を
語
る
上
で
我
が

国
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
遺
産
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
群
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
構
成
文
化
財
」
と
呼
ん
で
い
る
。

日
田
市
で
は
、
廣
瀬
淡
窓
が
創
設
し
た
私
塾
「
咸
宜

園
」
を
中
心
と
し
て
、
淡
窓
旧
宅
や
初
め
て
塾
を
開
い
た

長
福
寺
な
ど
、
さ
ら
に
淡
窓
が
生
ま
れ
育
っ
た
豆
田
町
が

江
戸
時
代
の
「
学
園
都
市
」
の
姿
を
今
に
伝
え
る
と
し
て

構
成
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
連
携
し
て
取
組
む
茨
城
県
水
戸
市
に
は
江
戸
時
代

を
代
表
す
る
日
本
最
大
規
模
の
藩
校
「
弘
道
館
」
が
あ

り
、
栃
木
県
足
利
市
に
は
日
本
最
古
の
学
校
「
足
利
学

校
」
、
岡
山
県
備
前
市
に
は
日
本
最
古
の
庶
民
の
学
校
で

あ
る
「
閑
谷
学
校
」
な
ど
の
教
育
施
設
が
中
心
と
な
っ
た

教
育
遺
産
群
が
共
に
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
。

日
本
遺
産
と
は

23
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第
四
章
●
日
本
遺
産

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の
度
の
日
本
遺
産
の
認
定
が
教

育
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
市
の
構
成
文
化
財
に
関
係
す
る
文
房
具
、
主
に
硯
に
つ

い
て
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

ま
ず
最
初
に
、
水
戸
市
で
は
水
戸
城
跡
の
発
掘
調
査
が

数
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
「
旧
水
戸

彰
考
館
跡
」
の
調
査
で
は
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
硯
が
出
土

し
て
い
る
。
「
彰
考
館
」
は
水
戸
藩
の
修
史
局
で
、
『
大

日
本
史
』
編
纂
の
た
め
当
初
は
江
戸
小
石
川
の
藩
邸
に
設

置
さ
れ
た
が
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
水
戸
に
統
合
さ

れ
た
。
展
示
は
出
土
し
た
高
島
硯
で
あ
る
。
滋
賀
県
高
島

市
の
安
曇
川
と
鴨
川
に
は
さ
ま
れ
た
阿
弥
陀
山
か
ら
産
出

す
る
粘
板
岩
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
石
硯
を
「
高
島
硯
」

と
呼
ん
で
い
る
。

平
安
時
代
末
か
ら
近
代
ま
で
「
高
島
硯
」
は
製
作
さ
れ

て
き
た
が
、
特
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
そ
の
需
要
は
高

く
、
長
門
の
赤
間
硯
と
同
様
に
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
定
着
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
全
国
あ
ま
た
あ

る
硯
製
品
の
中
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
伝
世
資
料
や
発

掘
調
査
で
の
出
土
資
料
な
ど
を
見
る
と
、
硯
背
に
「
赤
間

関
」
あ
る
い
は
「
高
島
硯
」
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
名
と
も
言
え

る
地
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
両
者
が
多
く
見
つ

か
っ
て
い
る
。

続
け
て
、
足
利
学
校
跡
出
土
の
硯
に
つ
い
て
、
史
跡
足

利
学
校
跡
で
は
石
硯
、
陶
硯
、
石
盤
、
石
筆
な
ど
の
文
房

具
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
九
〇
点
余
り
が
石
硯
で

あ
る
が
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
産
地
の
特
定
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
。

注
目
さ
れ
る
資
料
に
硯
の
両
側
面
に
「
宝
永
七
寅
年
正

月
九
日
」
、
「
観
世
音
菩
薩
」
の
銘
を
刻
む
硯
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。
時
期
が
特
定
で
き
る
硯
は
少
な
い
た
め
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

次
に
「
旧
閑
谷
学
校
」
の
関
係
資
料
で
あ
る
が
、
閑
谷

学
校
は
岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）

年
に
開
設
し
た
日
本
最
古
の
庶
民
の
た
め
の
公
立
学
校

で
、
江
戸
時
代
前
期
の
建
物
と
配
置
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の

形
で
残
る
稀
有
な
存
在
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
国
宝
の
講

堂
は
備
前
焼
の
瓦
で
屋
根
が
葺
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ

の
学
校
で
使
用
し
て
い
た
江
戸
時
代
の
硯
に
つ
い
て
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
展
示
は
備
前
焼
で
製

作
さ
れ
た
硯
や
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
「
熊
沢
蕃
山
宅
跡
」
の
関
係
資
料
と
し
て
熊
沢
蕃
山

（
一
六
一
九
‐
一
六
九
一
）
が
所
用
し
た
と
伝
わ
る
硯
箱

の
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。

熊
沢
蕃
山
は
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学
者
で
中
江
藤
樹
に

師
事
し
た
陽
明
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
岡
山
藩
主
の
池

田
光
政
に
仕
官
し
た
が
、
閑
谷
学
校
の
創
設
に
繋
が
る
儒

教
思
想
に
つ
い
て
光
政
に
影
響
を
与
え
た
人
物
の
一
人
で

あ
る
。
そ
の
後
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
か
ら
四
年
間

ほ
ど
蕃
山
は
備
前
和
気
郡
寺
口
村
、
後
の
蕃
山
村 

正
楽

寺
の
西
隣
に
隠
棲
し
た
。

「
教
育
遺
産
の
文
房
具
」

旧水戸彰考館跡出土硯
（水戸市教育委員会蔵）

足利学校跡出土硯（足利市教育委員会蔵）

銘「宝永七寅年正月九日　□□」
（足利市教育委員会蔵）
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資
料
の
硯
箱
は
蕃
山
所
用
と
し
て
正
楽
寺
に
伝
わ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
真
言
宗
の
準
別
格
本
山
で
奈
良
時

代
の
天
平
勝
宝
年
間
の
創
建
と
さ
れ
、
域
内
に
は
蕃
山
の

父
母
や
弟
の
泉
仲
愛
の
墓
所
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
硯
箱
に
は
、
硯
や
筆
な
ど
は
す
で
に
存
在
し
な
い

が
箱
は
内
箱
・
外
箱
に
分
か
れ
、
上
面
は
い
ず
れ
も
漆
仕

上
げ
に
「
三
つ
寄
せ
笠
」
の
変
形
と
思
わ
れ
る
家
紋
が
付

い
て
い
る
。
蕃
山
の
家
紋
は
「
笠
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
本
例
と
同
じ
家
紋
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
咸
宜
園
跡
出
土
の
硯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
咸
宜

園
跡
で
は
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
石
硯
や
筆
架
（
筆
立

て
）
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
中
で
も
赤
間
硯
の
出
土

数
が
最
も
多
い
。
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
に
創
設
さ

れ
た
咸
宜
園
に
は
全
国
各
地
か
ら
門
下
生
が
来
て
い
る

が
、
赤
間
硯
の
産
地
・
長
門
国
か
ら
一
五
六
名
が
入
門
し

て
い
る
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
咸
宜
園
跡
か
ら
出
土
し
た
硯
の
一
つ
に

「
明
正
寺
」
の
銘
を
彫
る
資
料
が
あ
る
。
理
由
は
不
明
で

あ
る
が
そ
の
文
字
は
反
転
し
て
い
る
。

咸
宜
園
の
入
門
簿
に
よ
れ
ば
、
明
正
寺
に
関
し
て
は
慶

応
元
（
一
八
六
五
）
年
九
月
八
日
に
筑
前
飯
塚
か
ら
入
門

し
た
「
菊
丸
」
と
い
う
人
物
が
い
る
。
入
門
簿
に
は
「
明

正
寺
新 

菊
丸 

一
二
才
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
人
物
が
所
用

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
正
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
院

で
長
崎
街
道
に
面
し
て
い
た
。
明
正
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ

ば
、
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
、
幕
府
に
献
上
さ
れ
る

た
め
の
象
が
こ
の
場
所
を
通
っ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
元
で
は
「
象
の
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
現
在
の
と
こ
ろ
菊
丸
の
外
に
は
明
正
寺
と
称
す
る
寺

院
か
ら
の
入
門
者
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
、
も
う
一
点
の
「
□
李
（
季
ヵ
）
松
」
と
刻
銘
す

る
硯
に
つ
い
て
、
「
李
松
」
ま
た
は
「
季
松
」
は
門
下
生

の
名
前
の
一
部
だ
と
考
え
る
が
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
入

門
者
の
記
録
に
該
当
す
る
塾
生
は
い
な
い
。

咸宜園入門簿  入門者「菊丸」
（廣瀬資料館蔵）

咸宜園跡出土硯 　銘「明正寺」
（日田市教育委員会蔵）

伝熊沢蕃山所用硯箱（正楽寺蔵）

熊沢蕃山肖像　画：斎藤一興（正楽寺蔵）

咸宜園跡出土硯 　銘「□季松」
（日田市教育委員会蔵）



第
四
章
●
日
本
遺
産

旧弘道館旧弘道館（正庁）旧水戸彰考館跡
徳川光圀により開設された「大日本
史」の編纂局。光圀に招かれた明の
儒学者朱舜水は、水戸藩の修史事業
に大きな影響を与えた。

大日本史
水戸徳川家第２代藩主徳川光圀に
よって開始され、水戸藩の事業と
して継続し、明治時代に完成した
歴史書。

日新塾跡
弘道館と同時期に水戸藩郊外で運営
された私塾。水戸藩士を含む多彩な
門人を輩出した。多様な教育科目を
備え、医学も盛んであった。

常磐公園（偕楽園）
弘道館と一対の教育施設として造ら
れた庭園。園内には、学問興隆の象
徴として、「好文木」として知られる
梅が植樹された。

足利学校跡（学校門）足利学校跡（聖廟）

国宝漢籍『礼記正義』『尚書正義』『文選』『周
易注疏』
漢籍を中心とした貴重な書籍の宝庫である足
利学校は、近世期も全国から学者や著名人が
訪れ、蔵書の閲覧や研究が行われた知のネッ
トワークのセンターであった。

足利学校跡

釋奠
聖廟では、孔子のまつりである釋奠
が営まれる。伝統的な祭器を用い、
現在は毎年 11月 23日に行われてい
る。

現存する日本最古の学校の遺跡。我が国儒学の学灯を伝える学問の府として全国より学徒が集った。自由で
開放的な学びと自学自習の精神は、近世の学校の原点となった。なお、聖廟（孔子廟）は国内現存最古のも
のである。

総合大学ともいえる藩校の代表例。医学館では種痘が実施され、徳川斉
昭は実子2人に種痘を行うなど、領内に普及を図った。現在でも館内では、
論語教室が行われている。

水　
戸　
市

足　
利　
市
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備前国和気郡井田村延原家文書
検地帳などからは当時の学校領の
様子が、入学願書や教科書等から
は江戸時代の子どもたちが学校に
通う様子がわかる。

熊沢蕃山宅跡
池田光政は学校創立のきっかけとなる
儒教思想を儒学者熊沢蕃山から学ん
だ。蕃山隠居の地が学校から程近いと
ころに残る。

釈菜
江戸時代の学校には、儒学の祖孔子を
祀る建物が造られることが多く、そこ
では孔子の徳を称える釈菜の儀式が行
われた。閑谷学校では、貞享3年(1686)
から始まり、現在も行われている。

旧閑谷学校
岡山藩主池田光政が造った世界最古の庶民の
ための公立学校で、江戸時代前期の建物と配
置がほぼそのままの形で残る稀有な文化遺産。

井田跡
池田光政が中国周時代の土地制度である井
田制を再現させた新田。一部は学田となり、
閑谷学校の経営をささえた。

日田市豆田町重要伝統的建造物群
保存地区
私塾咸宜園と共生した町並みが残
る。

桂林園跡（桂林荘公園）
咸宜園の前身である私塾跡。それまで借
家して講義を行っていた淡窓が初めて
自らの塾舎を構えた場所で、塾生を励ま
す漢詩として全国的に著名な「休道の
詩」( 桂林荘雑詠示諸生 ) が詠まれた。

長福寺本堂
淡窓が最初に塾を開いた寺院の本堂
が現存する。当時、出身僧侶が京都
の高倉学寮の講師となるなど、日田
における学問の中心であった。幼少
時の淡窓はこの寺の僧侶に学び、そ
の人間形成に影響を受けている。

咸宜園跡
廣瀬淡窓が創設した近世日本最大規模
の私塾跡。

廣瀬淡窓旧宅及び墓
廣瀬淡窓の人間形成に大きな影響
を与えた旧宅と咸宜園塾主らの墓
（長生園）が現存する。

咸宜園関係歴史資料
私塾咸宜園の「入門簿」
や「会計録」、和漢籍など、
塾の実態を明らかにする
資料が残る。

日　
田　
市

備　
前　
市
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出
品
資
料
図
版
・
解
説

５
．
伝
廣
瀬
淡
窓
所
用
硯

長
方
硯

赤
間
硯

縦
一
八
〇
×
横
一
二
〇
×
高
二
一
㎜

銘
「
赤
間
関
大
森
作
」

硯
首
の
上
部
に
水
滴
を
据
え
る
場
所
を
持
つ
。
硯
の
右
側
表

面
に
は
険
阻
な
山
と
鷹
を
陽
刻
す
る
。

１
．
貝
原
益
軒
肖
像

原
画
は
狩
野
昌
運

箱
書
き
に
は
大
正
一
四
年
（
乙
丑
）
と
記
さ
れ
る
。

縦
一
二
二
〇
×
横
四
一
〇
㎜

作
品
は
後
世
に
模
写
さ
れ
た
も
の
。

貝
原
益
軒
は
江
戸
時
代
、
筑
前
国
出
身
の
儒
者
で
あ
る
。
廣

瀬
淡
窓
の
「
儒
林
評
」
に
は
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
「
益

軒
ハ
博
学
ヲ
以
テ
勝
レ
タ
ル
人
ナ
リ
。」
と
説
明
し
て
い
る
。

２
．
廣
瀬
月
化
肖
像

縦
一
一
一
〇
×
横
四
三
〇
㎜

画
は
後
藤
方
大
、
賛
は
廣
瀬
月
化
の
生
前
の
書　

一
八
世
紀

月
化
は
廣
瀬
淡
窓
の
伯
父
で
廣
瀬
家
第
四
世
の
こ
と
で
あ

る
。
九
州
俳
壇
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
。
現
在
、
咸

宜
園
に
現
存
す
る
「
秋
風
庵
」
は
月
化
の
建
築
に
よ
る
も
の

で
、「
秋
風
庵
」
は
そ
の
俳
号
で
あ
っ
た
。
幼
少
時
代
の
淡

窓
を
育
て
、
文
化
的
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

３
．
廣
瀬
秋
子
肖
像

画
は
不
詳　

賛
は
小
西
重
直　

年
代
不
詳

縦
一
一
五
〇
×
横
三
六
〇
㎜

秋
子
は
廣
瀬
家
第
五
世
桃
秋
の
長
女
で
、淡
窓
の
妹
で
あ
る
。

名
を
ア
リ
（
安
利
）
と
し
た
。
病
弱
だ
っ
た
兄
の
淡
窓
を

献
身
的
に
看
病
す
る
な
ど
淡
窓
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
多
い
。

二
〇
歳
の
と
き
、
豪
潮
律
師
の
計
ら
い
で
京
都
の
風
早
局
に

仕
え
た
。
病
に
よ
り
二
二
歳
で
逝
去
し
た
。

４
．
廣
瀬
久
兵
衛
肖
像

画
は
不
詳　

賛
は
近
衛
忠
煕　

一
九
世
紀
後
半　

縦
一
四
〇
〇
×
横
四
三
〇
㎜

久
兵
衛
は
廣
瀬
淡
窓
の
弟
で
廣
瀬
家
第
五
世
桃
秋
の
次
男
で

あ
る
。
淡
窓
に
代
わ
っ
て
廣
瀬
家
第
六
世
を
務
め
た
。
肖
像

は
久
兵
衛
八
〇
歳
の
お
祝
い
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
。
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６
．
伝
廣
瀬
淡
窓
所
用
硯

変
形
長
方
硯

赤
間
硯
（
門
司
硯
ヵ
）

縦
一
二
六
×
横
一
〇
〇
×
高
二
一
㎜

銘
「
豊
前
田
野
浦
住

大
神
保
名
」　

判
「
保
名
」

江
戸
時
代
、
赤
間
硯
の
硯
石
は
豊
前
国
の
白
野
江
や
大
積
で

産
出
さ
れ
た
石
材
を
使
用
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
が
、
製
品

は
赤
間
関
の
対
岸
で
あ
る
田
野
浦
の
硯
師
大
神
氏
の
作
で
あ

る
。墨
堂
の
右
側
は
筆
置
き
と
し
て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

硯
首
の
片
方
と
硯
尾
の
両
角
を
削
り
取
る
な
ど
、
従
来
の
赤

間
硯
に
は
見
ら
れ
な
い
造
作
で
あ
る
が
、
淡
窓
の
弟
旭
荘
の

遺
愛
品
に
も
同
様
の
作
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

７
．
伝
廣
瀬
淡
窓
所
用
硯　

長
方
硯

赤
間
硯　

縦
一
七
七
×
横
一
一
五
×
高
二
八
㎜

　

硯
を
左
側
に
配
置
し
、
硯
首
上
部
に
は
水
滴
、
全
体
中
央

に
は
墨
、
右
側
に
は
筆
置
き
を
拵
え
た
硯
箱
と
し
て
の
機
能

を
備
え
た
硯
で
あ
る
。
硯
背
側
に
は
四
隅
に
造
り
付
け
の
低

い
脚
を
設
け
る
。
梅
と
山
を
陽
刻
す
る
。

８
．
伝
廣
瀬
淡
窓
所
用
硯

縦
二
二
八
×
横
一
三
〇
×
高
三
〇
㎜

天
然
硯
で
硯
背
に
「
鄭
樵
」
と
刻
む
箱
書
き
に
は
「
鄭
樵
銘

淡
窓
愛
玩
硯
」
と
墨
書
き
が
あ
る
。
中
国
南
宋
時
代
の
人
で

「
通
史
」
の
撰
者
「
鄭
樵
」
な
る
人
物
が
い
る
が
関
係
性
は

不
明
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
「
廣

瀬
淡
窓
先
生
及
関
係
者
遺
芳
展
覧
会
」
に
出
品
さ
れ
た
記
録

が
残
る
。
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出
品
資
料
図
版
・
解
説

11
．
墨
床
（
右
）　

12
．
水
滴
（
左
）

墨
床

磁
器

長
六
九
×
高
一
九
㎜

水
滴

磁
器

高
七
八
×
幅
六
五
㎜

廣
瀬
家
に
伝
わ
る
水
滴
と
墨
床
で
あ
る
。

13
．
筆
橋

銅
製

長
一
五
六
×
高
七
五
㎜

廣
瀬
家
に
伝
わ
る
筆
橋
で
あ
る
。

農
夫
と
水
牛
が
橋
を
渡
る

様
子
を
表
現
す
る
。

９
．
廣
瀬
旭
荘
所
用
硯　

変
形
長
方
硯

赤
間
硯　

縦
一
二
六
×
横
九
〇
×
高
二
四
㎜

淡
窓
の
末
弟
で
漢
詩
人
・
儒
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で

あ
る
。
咸
宜
園
で
一
時
塾
主
を
務
め
た
が
、
後
に
堺
で
塾
を

開
業
し
た
。
そ
の
後
も
江
戸
や
大
坂
に
転
居
し
、
最
後
は
摂

津
池
田
で
没
し
た
。
展
示
品
は
当
初
大
坂
天
王
寺
の
邦
福
寺

に
埋
葬
さ
れ
た
副
葬
品
の
一
つ
で
、
改
葬
し
た
際
に
郷
里
日

田
に
戻
っ
て
き
た
も
の
。
硯
は
墨
堂
と
墨
池
の
右
側
に
筆
置

き
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
設
け
る
。
№
７
の
淡
窓
愛
用
の
硯
と

寸
法
が
近
く
、
硯
首
や
硯
尾
の
加
工
が
類
似
す
る
な
ど
、
他

に
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
共
有
す
る
。
側
面
に
朱
漆
を
塗
る
。

副
葬
品
に
は
硯
の
ほ
か
、
瑯
石
製
の
文
鎮
や
磁
器
製
の
朱
入

れ
、
水
晶
印
璽
、
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
な
ど
が
あ
る
。

10
．
廣
瀬
家
所
用
硯

天
然
硯
（
赤
間
石
）

縦
二
一
〇
×
横
一
四
〇
×
高
二
〇
㎜

天
然
硯
で
裏
面
に
「
元
文
元
年
」
の
銘
が
あ
る
。
文
人
が
愛

用
し
た
木
の
葉
型
の
天
然
硯
は
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
墨

池
や
硯
縁
部
分
は
丁
寧
に
仕
上
げ
て
あ
り
、
硯
背
に
は
斫
り

痕
が
残
る
。
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14
．
筆
入

漆
箱

長
一
六
九
×
奥
行
一
〇
九
×
高
五
二
㎜

筆
入
れ
と
伝
わ
る
が
現
在
は
墨
が
収
ま
る
。
中
に
は
古
梅
園

製
で
「
日
田
郡
教
育
会
選
定
」
の
銘
が
入
っ
た
墨
も
あ
る
。

15
．
筆
洗

径
九
四
（
玉
洗
の
み
）
×
高
八
三
（
全
体
）
㎜

玉
製
・
木
製

廣
瀬
家
に
伝
わ
る
筆
洗
で
本
体
は
玉
製
、
玉
台
は
木
製
で
あ

る
。

16
．
筆
洗　

磁
器
製　

口
径
一
二
七
×
幅
一
三
五
×
高
一
九
〇
㎜　

廣
瀬
淡
窓
が
所
用
し
た
と
さ
れ
る
筆
洗
で
あ
る
。

　

17
．
硯
屏

一
九
世
紀　

縦
二
一
四
×
横
一
八
二
（
最
大
）
㎜　

廣
瀬
家
に
伝
わ
る
硯
屏
で
あ
る
。
硯
の
前
方
に
立
て
、
塵
や

ほ
こ
り
を
防
ぐ
文
房
具
で
あ
る
。
画
賛
は
日
田
出
身
の
咸
宜

園
門
下
生
で
「
三
絶
僧
」
と
呼
ば
れ
た
平
野
五
岳
で
あ
る
。
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出
品
資
料
図
版
・
解
説

21
．
廣
瀬
敬
四
郎
家
所
用
硯

天
然
硯
（
赤
間
硯
）

縦
一
二
〇
×
横
九
三
×
高
一
三
㎜

木
の
葉
型
の
硯
で
木
蓋
が
付
属
す
る
。

18
．
廣
瀬
久
兵
衛
所
用
道
具
箱

長
三
七
八
×
奥
行
九
八
×
高
一
五
四
㎜　

廣
瀬
久
兵
衛
が
所
用
し
た
道
具
箱
で
あ
る
。
箱
に
は
赤
間
硯

の
ほ
か
、
水
滴
や
墨
、
そ
ろ
ば
ん
等
が
残
る
。

　

19
．
廣
瀬
家
所
用
手
箱

長
二
〇
五
×
奥
行
七
六
×
高
一
三
〇
㎜

廣
瀬
家
が
所
用
し
た
手
箱
で
あ
る
。
中
に
は
「
赤
間
関
」
の

銘
が
刻
ま
れ
た
赤
間
硯
が
収
ま
る
。

20
．
廣
瀬
敬
四
郎
家
所
用
硯　

長
方
硯

縦
一
六
六
×
横
一
三
四
×
高
三
九
㎜　

廣
瀬
敬
四
郎
は
旭
荘
の
四
男
で
あ
る
。
敬
四
郎
家
に
は
硯
や

墨
な
ど
多
く
の
文
房
具
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
中
に
は
旭
荘
の

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

木蓋装着時
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22
．
廣
瀬
敬
四
郎
所
用
硯

長
方
硯

龍
頷
硯

縦
一
六
三
×
横
一
一
一
×
高
五
一
㎜

銘
「
龍
頷
石
」

龍
頷
石
は
肥
後
熊
本
産
の
硯
石
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
熊
本

で
勤
務
し
た
こ
と
の
あ
る
敬
四
郎
の
所
用
と
思
わ
れ
る
。

23
．
田
能
村
竹
田
所
用
硯
「
天
然
石
硯
」

天
然
硯　

縦
一
六
〇
×
横
一
九
五
×
高
三
五
㎜

田
能
村
竹
田
所
用
の
硯
と
伝
わ
る
。
竹
田
は
こ
の
硯
を
「
天

然
石
研
」
と
呼
称
し
、
そ
の
姿
を
写
し
た
作
品
を
残
し
て
い

る
。「
研
」
は
硯
の
古
称
と
さ
れ
る
。

24
．
天
然
石
研
図
巻

田
能
村
竹
田
が
自
ら

所
有
す
る
硯
を
描
い

た
も
の
。
そ
の
ほ
か
、

同
巻
に
は
竹
田
の
子

如
仙
が
書
し
た
石
研

の
記
録
も
収
ま
る
。

田能村如仙の書

田能村竹田の書



②
天
然
硯　

紫
金
石

赤
間
硯

縦
一
〇
八
×
横
八
九
×
高
一
八
㎜

硯
背
に
「
紫
」「
金
」「
石
」
の
銘
が
あ
る
。
ま
た
硯
背
に
あ

る
斫
り
痕
は
墨
を
擦
る
際
に
硯
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
の
加

工
で
あ
る
。

34

出
品
資
料
図
版
・
解
説

25
．
恒
遠
醒
窓
所
用
硯

①
大
型
長
方
硯　

粘
板
岩

縦
二
九
五
×
横
一
九
四
×
高
三
〇
㎜

銘
「
□
石
松
」（
硯
背
の
左
下
部
）

咸
宜
園
門
下
生
の
恒
遠
醒
窓
所
用
の
硯
で
あ
る
。江
戸
時
代
、

平
戸
藩
で
講
義
し
た
際
に
藩
主
よ
り
拝
領
し
た
と
伝
わ
る
。

（
豊
前
市
指
定
文
化
財
）

③
天
然
硯　

石
材
不
明

縦
一
七
〇
×
横
一
〇
八
×
高
二
八
㎜

26
．
大
村
益
次
郎
所
用
硯
屏

縦
一
四
〇
×
横
五
〇
×
高
八
〇
（
台
座
含
む
）
㎜

硯
屏
は
石
製
で
台
は
木
製
で
拵
え
て
い
る
。
咸
宜
園
門
下
生

の
大
村
益
次
郎
が
使
用
し
た
硯
屏
で
あ
る
。
硯
の
前
方
に
立

て
る
文
房
具
で
、
塵
や
ほ
こ
り
な
ど
を
防
ぐ
小
さ
な
衝
立
で

あ
る
。
大
村
は
長
州
藩
出
身
の
医
家
で
幕
末
維
新
期
に
は
兵

学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
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27
．
懐
旧
楼
筆
記

懐
旧
楼
筆
記
は
廣
瀬
淡
窓
の
晩
年
に
作
成
し
た
自
叙
伝
で
あ

る
。
展
示
は
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
九
月
の
条
で
、
江

戸
時
代
後
期
の
漢
詩
人
菅
茶
山
の
も
と
を
訪
問
し
た
淡
窓
の

弟
旭
荘
を
介
し
て
淡
窓
に
硯
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も

の
。
両
者
は
面
会
す
る
機
会
こ
そ
な
か
っ
た
が
淡
窓
は
漢
詩

の
指
導
を
度
々
書
簡
で
請
う
て
お
り
、
二
〇
年
来
の
交
流
が

あ
っ
た
と
淡
窓
も
記
録
す
る
。
茶
山
も
淡
窓
の
詩
才
を
認
め

て
い
た
。
記
事
に
あ
る
茶
山
の
贈
っ
た
硯
が
現
在
の
廣
瀬
家

に
伝
わ
る
硯
に
含
ま
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

28
．
林
外
日
記

林
外
は
淡
窓
の
弟
旭
荘
の
長
子
で
あ
る
が
後
に
淡
窓
の
養
子

と
な
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
咸
宜
園
を
経
営
し

た
。
右
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
一
月
二
一
日
の
条
で
、

咸
宜
園
内
で
朱
墨
を
製
造
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
記
事
で

あ
る
。
淡
窓
側
の
日
記
に
は
そ
の
事
実
は
見
え
な
い
。
当
時

は
江
戸
や
堺
に
朱
座
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
朱
を
作

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
左
は
嘉
永

六
年
一
二
月
朔
日
の
条
で
、淡
窓
が
咸
宜
園
内
の
心
遠
処（
招

隠
洞
）
と
呼
ば
れ
る
居
宅
で
朱
を
失
い
、
そ
れ
を
林
外
と
侍

史
の
武
平
が
こ
れ
を
探
し
て
い
る
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

29
．
引
札

長
州
厚
狭
駅
村
田
屋
利
祐
赤
間
関
硯
広
告
（
塩
田
家
文
書
）

縦
二
〇
〇
×
横
二
七
〇
㎜

赤
間
硯
を
中
心
に
筆
・
紙
以
外
の
文
房
具
が
書
き
上
げ
ら
れ

た
広
告
チ
ラ
シ
で
あ
る
。
硯
司
の
鎌
田
友
堅
や
荒
石（
原
石
）

を
供
給
す
る
根
元
仕
入
所
の
村
田
屋
利
祐
な
ど
の
名
が
見
え

る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
萩
藩
士
で
郡
奉
行
所
本
締
役
や
代

官
を
務
め
た
塩
田
家
の
史
料
で
、
当
該
史
料
に
は
年
紀
は
見

あ
た
ら
な
い
が
、
塩
田
家
文
書
群
の
う
ち
「
壬
午
（
文
政
五

年
）
内
簡
入
り
」（
総
計
八
一
点
）
の
中
に
含
ま
れ
る
。
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32
．
大
型
風
字
硯

赤
間
硯

一
七
世
紀
前
半
～
後
葉

縦
二
八
六
㎜
×
横
一
三
八
㎜
×
高
さ
不
明

銘
「
天
下
一

赤
間
関
住

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」

現
在
は
木
製
の
硯
台
が
あ
り
、
銘
は
確
認
で
き
な
い
。

30
．
毛
利
輝
元
所
用
硯　

隅
丸
長
方
硯

赤
間
硯　

一
六
世
紀
末
～
一
七
世
紀
初

縦
一
五
六
×
横
八
一
×
高
一
五
㎜　

銘
「
天
下
一　

赤
間
関
住　

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」

毛
利
輝
元
（
一
五
五
三
～
一
六
二
五
）
が
晩
年
使
用
し
た
と

さ
れ
る
。
硯
は
硯
面
、
硯
背
と
も
に
精
緻
な
造
り
で
気
品
に

溢
れ
、
硯
面
一
帯
に
広
が
る
石
紋
が
美
し
い
。
硯
箱
に
は
水

滴
や
筆
な
ど
も
併
せ
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。
硯
は
「
毛
利
輝

元
関
係
資
料
」（
山
口
県
指
定
文
化
財
）　

の
一
部
で
あ
る
。

31
．
八
角
硯

赤
間
硯　

一
六
世
紀
末
～
一
七
世
紀
初

縦
一
〇
九
×
横
一
一
〇
×
高
一
四
㎜

銘
「
天
下
一　

赤
間
関
住　

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」
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33
．
隅
丸
長
方
硯

赤
間
硯

青
石

一
八
世
紀
前
半
～
後
葉

縦
一
〇
九
×
横
七
八
×
高
一
五
㎜

銘
「
赤
間
関
住

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」

34
．
長
方
硯

赤
間
硯　

青
石　

一
八
世
紀
前
半　

縦
一
七
五
×
横
七
八
×
高
一
五
㎜

銘
「
赤
間
関
住　

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」

硯
首
上
面
に
陽
刻
あ
り
。

35
．
大
型
円
面
硯

赤
間
硯　

紫
石　

一
八
世
紀
前
半

径
二
四
五
×
高
三
五
㎜

銘
「
赤
間
関
住　

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」
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．
面
取
方
硯

赤
間
硯

現
代
作
品

日
枝
玉
峯
作

縦
一
六
七
×
横
二
三
六
×
高
四
一
㎜

第
六
一
回
日
本
伝
統
工
芸
品
展
（
平
成
二
六
年
）
入
選
作
品

39
．
繊
月
硯

赤
間
硯

現
代
作
品

日
枝
陽
一
作

縦
二
一
八
×
横
一
六
四
×
高
四
七
㎜

第
三
八
回
山
口
伝
統
工
芸
品
展
（
平
成
二
七
年
）
受
賞
作
品

36
．
長
方
硯

赤
間
硯
（
天
然
硯
）　

明
治
時
代
頃

縦
二
〇
二
×
横
一
〇
八
×
高
二
四
（
装
飾
含
ま
な
い
）
㎜

銘
「
赤
間
硯　

龍
泉
作
」

硯
首
上
面
に
装
飾
あ
り
。

37
．
円
面
硯

赤
間
硯
（
天
然
硯
）　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
頃

径
一
一
四
×
高
二
五
㎜　

側
面
は
タ
タ
キ
仕
上
げ

38

出
品
資
料
図
版
・
解
説

40
．
赤
間
硯
制
作
工
程
一
式

左
上
の
原
石
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
加
工
段
階
と
し
、
左
下

は
完
成
品
で
あ
る
。
完
成
品
は

現
代
の
作
品
で
玉
峯
堂
の

作
（
縦
一
五
〇
×
横
一
二

〇
×
高
二
三
㎜
）
で
あ
る
。
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41
．
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
出
土
硯

円
面
硯

赤
間
硯

径
一
一
五
×
高
一
八
㎜

銘
「
赤
間
関
住

大
森
土
佐
守
」　

判
「
頼
澂
」

42
．
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
出
土
硯　

長
方
硯

赤
間
硯　

縦
一
四
七
（
残
）
×
横
六
〇
×
高
一
八
㎜

銘
「
赤
間
関
住
」

43
．
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
出
土
硯　

長
方
硯

赤
間
硯　

縦
一
五
五
×
横
四
九
（
残
）
×
高
一
四
㎜

装
飾
あ
り
。
硯
首
部
分
に
桃
を
陽
刻
す
る
。

44
．
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
出
土
硯　

長
方
硯

高
田
硯
ヵ
（
頁
岩
）

縦
一
一
九
×
横
五
六
×
高
一
一
㎜

墨
堂
中
央
が
激
し
く
磨
耗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玉
砥
石
に

転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　45
．
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
出
土
硯　

長
方
硯

赤
間
硯　

縦
一
五
二
×
横
七
五
×
高
二
四
㎜

銘
「
赤
間
関
定
之
作
」
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48
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
①

長
方
硯

赤
間
硯

一
九
世
紀

縦
一
六
二
×
横
七
二
×
高
二
二
㎜

銘
「
□
間
関
」

46
．
府
内
城
・
城
下
町
跡
出
土
硯

①
長
方
硯　

赤
間
硯　

縦
一
三
四
×
横
五
一
×
高
一
六
㎜

銘
「
赤
間
関
住
」

②
長
方
硯　

赤
間
硯　

一
八
世
紀
前
半

縦
一
九
八
×
横
七
六
×
高
二
五
㎜

府
内
城
下
で
起
こ
っ
た
火
災
住
居
に
伴
う
火
災
処
理
土
坑

か
ら
出
土
し
た
資
料
で
№
47
の
水
滴
も
同
じ
で
あ
る
。
硯

背
に
は
所
有
者
の
住
所
と
名
前
が
あ
り
、
両
側
面
に
は
購

入
時
期
が
刻
ま
れ
る
。
赤
間
硯
に
多
用
さ
れ
る
硯
背
の
覆

手
は
確
認
で
き
な
い
。
府
内
藩
日
記
に
よ
れ
ば
享
保
一
九

（
一
七
三
四
）
年
一
月
一
四
日
に
堀
川
町
で
出
火
し
た
記
録

が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。

47
．
府
内
城
・
城
下
町
跡
出
土
水
滴

磁
器
製
（
肥
前
産
）　

長
一
〇
一
×
奥
行
六
四
×
高
六
六
㎜

染
付　

表
面
に
獅
子
と
牡
丹
を
施
し
て
い
る
。

銘
「
享
保
十
三
年
」

銘
「
正
月
吉
日　

辰
之
□
」

銘
「
堀
川
町
長
屋

　
　
　
　
　

安
部
時
信
（
花
押
）」
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49
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
②

長
方
硯

赤
間
硯

一
九
世
紀

縦
一
八
〇
×
横
六
五
×
高
二
二
㎜

銘
「
□
□
関

請
合
」

【
日
本
遺
産
記
念
展
示
品
】

50
．
旧
水
戸
彰
考
館
跡
出
土
硯
（
水
戸
城
跡
18
次
調
査
）　

①
長
方
硯　

高
島
硯　

一
九
世
紀　

縦
一
五
二
×
横
六
〇
×
二
〇
㎜

銘
は
五
行
あ
り
。

右
「
大
極
上
本
高
島
硯
」
銘
の
上
か
ら
さ
ら
に
「
申
□
」

右
中
「
大
極
上
本
高
島
硯
」

中
「
吟
味
方
」

左
中
「
文
政
八
酉
四
月
一
九
日
□
□
」

左
「
中
（
以
下
欠
損
）」

②
長
方
硯　

高
島
硯

一
九
世
紀

縦
一
六
七
×
横
六
一
×
高
二
〇
（
残
）
㎜

銘
「
極
上
高
嶋
石
」
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③
長
方
硯

縦
一
五
七
×
横
六
四
×
高
二
四
㎜

デ
イ
サ
イ
ト
質
凝
灰
岩

墨
堂
の
中
央
が
深
く
摩
耗
し
て
い
る
。
全
面
墨
痕
あ
り
。
硯

面
朱
墨
痕
あ
り
。
硯
背
に
線
刻
あ
る
が
不
詳
。

51
．
足
利
学
校
跡
出
土
硯

史
跡
足
利
学
校
跡
で
は
近
世
か
ら
明
治
期
ま
で
に
使
用
さ
れ

た
硯
が
計
九
三
点
出
土
し
て
い
る
。
多
く
は
石
製
品
で
あ
る

が
陶
製
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
内
、
次
の
五
点
を
紹
介

す
る
。
な
お
、
寸
法
や
材
質
な
ど
の
記
述
は
報
告
書
（
足
利

市
教
育
委
員
会
一
九
九
二
）
の
記
載
に
拠
っ
た
。

①
長
方
硯　

一
八
世
紀
初
頭

縦
一
二
四
×
横
六
二
×
高
二
四
㎜

流
紋
岩
質
あ
る
い
は
デ
イ
サ
イ
ト
質
凝
灰
岩

左
側
面
に
「
宝
永
七
寅
年
正
月
九
日

□
□
」、
右
側
面
に

は
「
観
世
音
菩
薩
」
の
刻
銘
あ
り
。
硯
面
と
硯
背
と
も
に
朱

墨
の
痕
跡
が
残
る
。

②
長
方
硯　

縦
一
六
七
×
横
七
五
×
高
二
四
㎜

頁
岩
（
粘
板
岩
）

墨
堂
中
央
に
小
穴
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
は
横
方
向
の
線
刻

が
縦
に
連
続
し
て
走
る
。
ま
た
硯
背
に
浅
く
長
方
形
の
覆
手

が
あ
り
、
文
字
と
絵
が
線
刻
さ
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。
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④
小
型
長
方
硯

縦
五
七
×
横
三
三
×
高
一
一
㎜

頁
岩
（
粘
板
岩
）

硯
面
は
墨
池
と
墨
堂
を
意
識
し
た
造
り
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
硯
背
は
平
底
で
あ
る
が
篆
書
一
文
字
を
刻
み
、
そ
の
下

に
は
判
と
思
わ
れ
る
一
重
の
線
刻
と
そ
の
内
側
に
文
字
を
見

る
が
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
側
面
に
も
線
刻
あ
る
が
判
然
と
し

な
い
。

⑤
長
方
硯

縦
一
三
〇
（
残
）
×
横
四
八
×
高
一
九
㎜

デ
イ
サ
イ
ト
質
凝
灰
岩

墨
堂
全
体
が
摩
耗
し
て
い
る
。

52
．
伝
熊
沢
蕃
山
所
用
硯
箱

外
箱　

縦
四
〇
六
×
横
三
二
〇
×
高
一
四
四
㎜

内
箱　

縦
二
四
二
×
横
二
一
二
×
高
四
五
㎜

熊
沢
蕃
山
ゆ
か
り
の
正
楽
寺
に
伝
わ
る
硯
箱
で
あ
る
。
硯
や

筆
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。

内箱の蓋裏
外箱
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55
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
④

円
面
硯

赤
間
硯

一
九
世
紀

径
九
三
×
高
一
四
（
残
）
㎜

銘
「
赤
間
関
」

53
．
硯
（
備
前
焼
製
）

縦
七
一
×
横
四
八
×
高
一
八
㎜

伊
部
南
大
窯
跡
出
土
の
備
前
焼
製
硯
で
あ
る
。

硯
背
に
「
〒
」
の
ヘ
ラ
描
が
あ
る
。

54
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
③　

長
方
硯

赤
間
硯　

一
九
世
紀　
　

縦
一
二
七
（
残
）
×
横
五
四
×
高
一
六
㎜

銘
「
赤
間
関
」
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56
．
咸
宜
園
跡
出
土
筆
架

赤
間
石

一
九
世
紀

長
二
二
×
高
二
四
×
奥
行
七
㎜

57
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
⑤　

長
方
硯

石
材
不
明　

一
九
世
紀　
　

縦
一
四
五
（
残
）
×
横
七
八
×
高
二
八
㎜

銘
「
明
正
寺
」「
下
」

明
正
寺
に
関
し
て
、
咸
宜
園
門
下
生
に
は
慶
応
元
年
九
月
八

日
に
筑
前
飯
塚
か
ら
入
門
し
た
「
菊
丸
」
と
い
う
人
物
が
い

る
。
咸
宜
園
入
門
簿
に
は
、「
明
正
寺
新 

菊
丸 

一
二
才
」
と

記
さ
れ
、
こ
の
人
物
の
所
蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
菊
丸
以
外
に
は
明
正
寺
出
身
の
門
下
生
は
他
に
い
な
い
。

58
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
⑥　

長
方
硯

高
島
硯
ヵ
（
粘
板
岩
）　

一
九
世
紀　
　

縦
九
四
（
残
）
×
横
七
六
×
高
一
三
㎜

使
用
不
能
と
な
っ
た
硯
の
裏
面
を
再
利
用
す
る
た
め
に
加
工

途
中
の
硯
で
あ
る
。
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59
．
咸
宜
園
跡
出
土
硯
⑦

長
方
硯

石
材
不
明

一
九
世
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№ 展示資料名 点数 所蔵先 備考　※赤間硯と表記あるものはすべて石材は頁岩

1 貝原益軒肖像 1 福岡大学髙橋研究室 原画：狩野昌運　縦1220×横410㎜　作品は模写

2 廣瀬月化肖像 1 （公財）廣瀬資料館
画：後藤方大　賛：廣瀬月化（生前の書）　縦1110×横430㎜
硯箱・硯・筆等を描く　18世紀

3 廣瀬秋子肖像 1 （公財）廣瀬資料館 画：不詳　賛：小西重直　縦1150×横360㎜　硯箱・筆・硯を描く

4 廣瀬久兵衛肖像 1 （公財）廣瀬資料館 画：不詳　賛：近衛忠熙　縦1400×横430㎜　太史硯を描く

5 伝廣瀬淡窓所用品 1 （公財）廣瀬資料館 長方硯　赤間硯　縦180×横120×高21㎜　銘「赤間関大森作」　装飾有

6 伝廣瀬淡窓所用硯 1 （公財）廣瀬資料館
変形長方硯　赤間硯（門司硯ヵ）　縦126×横100×高21㎜
銘「豊前田野浦住　大神保名」　判「保名」

7 伝廣瀬淡窓所用硯 1 （公財）廣瀬資料館 長方硯　赤間硯　縦177×横115×高28㎜　装飾有

8 伝廣瀬淡窓所用硯 1 個人 天然硯　赤間硯　縦228×横130×高30㎜　銘「鄭樵」

9 廣瀬旭荘所用硯 1 （公財）廣瀬資料館 変形長方硯　縦126×横90×高24㎜　副葬品

10 廣瀬家所用硯 1 （公財）廣瀬資料館 天然硯（赤間石）　縦210×横140×高20㎜　銘「元文元年」　装飾有

11 墨床 1 （公財）廣瀬資料館 磁器　長69×高19㎜

12 水滴 1 （公財）廣瀬資料館 磁器　高78×幅65㎜

13 筆橋 1 （公財）廣瀬資料館 銅製品　長156×高75㎜　農夫と水牛が付く

14 筆入「廣瀬家所用品」 1 （公財）廣瀬資料館 漆箱　筆入と伝わるが中身は墨が収まる　

15 筆洗「廣瀬家所用品」 1 （公財）廣瀬資料館 玉製・台座は木製　径94（玉洗のみ）×高83㎜

16 筆洗「廣瀬淡窓所用品」 1 （公財）廣瀬資料館 磁器製　口径127×幅135×高190㎜

17 硯屏 1 （公財）廣瀬資料館 木製　高214×幅182（最大）　画賛：平野五岳

18 廣瀬久兵衛所用道具箱 1 （公財）廣瀬資料館 木製　長378×奥行98×高154㎜　赤間硯・水滴・墨などが収まる

19 廣瀬家所用手箱 1 （公財）廣瀬資料館 木製　長205×奥行76×高130㎜　赤間硯が納まる。　銘「赤間関」

20 廣瀬敬四郎所用硯 1 個人（寄託品） 長方硯　縦166×横134×高さ39㎜　装飾有

21 廣瀬敬四郎所用硯 1 個人（寄託品） 天然硯　赤間硯　縦120×横93×高13㎜　木製蓋（不定形）が付く

22 廣瀬敬四郎所用硯 1 個人（寄託品） 長方硯　肥後龍頷石　縦163×横111×高51㎜　銘「龍頷石」

23 田能村竹田所用硯「天然石研」 1 竹田市立歴史資料館 天然硯　縦160×横195×高35㎜

24 天然石研図巻 1 竹田市立歴史資料館 巻子　田能村竹田が所用した「天然石研」の書画や竹田の子、如仙の書

25 恒遠醒窓所用硯 3 個人
１．大型長方硯　縦295×横194×高30㎜　銘「□石松」
２．天然硯　赤間紫金石　縦108×横89×高18㎜　銘「紫」「金」「石」
３．天然硯　縦170×横108×高28㎜　以上、豊前市指定文化財

26 大村益次郎所用硯屏 1 山口市歴史民俗資料館 石製・木製台座　縦140×横50×高80（台座含む）㎜

27 懐旧楼筆記 1 （公財）廣瀬資料館 廣瀬淡窓の自叙伝　菅茶山愛用の硯を淡窓に贈ったとされる記事

28 林外日記 2 （公財）廣瀬資料館 廣瀬林外の日記　墨に関する記事

29 引札 1 山口県文書館 長州厚狭駅村田屋利祐　赤間関硯広告（塩田家文書）　木版刷

30 毛利輝元所用硯 1 毛利博物館
隅丸長方硯　赤間硯　縦156×横81×高15㎜　16世紀末～17世紀初
銘「天下一　赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」
山口県指定有形文化財　「毛利輝元関係資料」の一部

31 八角硯 1 下関市立長府博物館
赤間硯　縦109×横110×高14㎜　16世紀末～17世紀初
銘「天下一　赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」

32 大型風字硯 1 下関市立長府博物館（寄託品）
赤間硯　縦286×横138㎜×高さ不明　　17世紀前半～後葉
銘「天下一　赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」　木製台座付

33 隅丸長方硯 1 下関市立長府博物館
赤間硯　青石　縦109×横78×高15㎜　　1７世紀後葉～18世紀初
銘「赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」

34 長方硯 1 下関市立長府博物館
赤間硯　青石　縦109×横78×高15㎜　18世紀前半
銘「赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」　装飾有

35 大型円面硯 1 下関市立長府博物館（寄託品）
赤間硯　径245×高35㎜　18世紀前半
銘「赤間関住　大森土佐守」　判「頼澂」　装飾有

36 長方硯 1 個人
赤間硯（天然硯）　縦202×横108×高24㎜　明治時代頃
銘「赤間硯　龍泉作」　装飾有
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37 円面硯 1 個人 赤間硯（天然硯）　径114×高25㎜　大正時代から昭和初期頃

38 面取方硯 1 日枝玉峯氏 赤間硯　日枝玉峯作　縦167×横236×高41㎜

39 繊月硯 1 日枝陽一氏 赤間硯　日枝陽一作　縦218×横164×高47㎜

40 赤間硯制作工程一式 5 日枝玉峯氏
現代　原石から加工段階・完成品
完成品は赤間硯　玉峯堂作　縦150×横120×高23㎜

41 萩城跡（外堀地区）出土硯 1 山口県埋蔵文化財センター
外堀地区Ⅲ　　円面硯　赤間硯　径115×高18㎜
 銘「赤間関住 大森土佐守」 判「頼澂」

42 萩城跡（外堀地区）出土硯 1 山口県埋蔵文化財センター
外堀地区Ⅰ　長方硯　赤間硯　縦147（残）×横60×高18㎜
銘「赤間関住」

43 萩城跡（外堀地区）出土硯 1 山口県埋蔵文化財センター 外堀地区Ⅲ　長方硯　赤間硯　縦155×横49（残）×高14㎜　装飾有

44 萩城跡（外堀地区）出土硯 1 山口県埋蔵文化財センター 外堀地区Ⅲ　長方硯　高田石ヵ（頁岩）　縦119×横56×高11㎜　

45 萩城跡（外堀地区）出土硯 1 山口県埋蔵文化財センター
外堀地区Ⅰ　長方硯　赤間硯　縦152×横75×高24㎜
銘「赤間関定之作」

46 府内城・城下町跡出土硯 2 大分市埋蔵文化財保存活用センター
１．長方硯　赤間硯　縦134×横51×高16㎜　銘「赤間関住」
2．長方硯　赤間硯　縦198×横76×高25㎜　銘「堀川町長屋　安部時信（花
　  押）」「享保十三年」「正月吉日　辰之□」　火災により全体が被熱している。

47 府内城・城下町跡出土水滴 1 大分市埋蔵文化財保存活用センター 磁器（肥前産）　染付　長101×奥行64×高66㎜　表面に獅子と牡丹を装飾

48 咸宜園跡出土硯① 1 日田市教育委員会 長方硯　赤間硯　19世紀　縦162×横72×高22㎜　銘「□間関」

49 咸宜園跡出土硯② 1 日田市教育委員会 日田市教育委員会

50
旧水戸彰考館跡出土硯
（水戸城跡18次調査）

2 水戸市教育委員会
１．長方硯　高島硯　19世紀　縦152×横65×高22㎜　銘「大極上本高島硯」、
　 「文政八酉四月一九日□□」など
2．長方硯　高島硯　19世紀　縦167×横61×高20（残）㎜　銘「極上高嶋石」

51 足利学校跡出土硯 5 足利市教育委員会

１．長方硯　18世紀初頭　縦124×横62×高24㎜
　　銘「宝永七寅年正月九日　□□」（左側面）、「」観世音菩薩」（右側面）
2．長方硯　縦167×横75×高24㎜　硯背に文字と絵が線刻されるが不詳
3．長方硯　縦157×横64×高24㎜　硯背に線刻あるが不詳
4．小型長方硯　縦57×横33×高11㎜　平底の硯背に篆書１文字を刻み、その
　　下部に判と思われる一重の線刻とその内側に文字を見るが不詳。
5．長方硯　縦130（残）×横48×高19㎜

52 伝熊沢蕃山所用硯箱 1 正楽寺（備前市） 漆箱　外箱：縦406×横320×高144㎜　内箱：縦242×横212×高45㎜　家紋有

53 硯 1 備前市教育委員会 備前焼製硯　縦71×横48×高18㎜　硯背にヘラ描がある　　

54 咸宜園跡出土硯③ 1 日田市教育委員会 長方硯　赤間硯　19世紀　縦127（残）×横54×高16㎜　銘「赤間関」

55 咸宜園跡出土硯④ 1 日田市教育委員会 円面硯　赤間硯　19世紀　径93×高14㎜　銘「赤間関」

56 咸宜園跡出土筆架 1 日田市教育委員会 赤間石　19世紀　長22×高24×奥行7㎜　赤間石を加工した筆立て

57 咸宜園跡出土硯⑤ 1 日田市教育委員会 長方硯　19世紀　縦145（残）×横78×高28㎜　銘「明正寺」　「下」

58 咸宜園跡出土硯⑥ 1 日田市教育委員会
長方硯　高嶋硯ヵ　19世紀　縦94（残）×横76×高13㎜
硯背に再加工の痕跡があり墨堂と墨池を作る

59 咸宜園跡出土硯⑦ 1 日田市教育委員会 長方硯　19世紀　縦92（残）×横75×高23㎜　銘「□李松」

72
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志
「
近
世
赤
間
硯
の
銘
に
つ
い
て
」『
山
口
考
古
』
第
二
五
号　

二
〇
〇
五　

山
口
考
古
学
会

原
田
倫
子
「
近
世
・
近
代
遺
跡
出
土
の
赤
間
銘
の
あ
る
硯
に
つ
い
て
」『
考
古
論
集
』
‐
川
越
哲
志
先
生

退
官
記
念
論
文
集
‐
二
〇
〇
五　

日
田
市
教
育
委
員
会
『
史
跡
咸
宜
園
跡
秋
風
庵
他
保
存
修
復
工
事
報
告
書
―
発
掘
調
査
編
―
』
二
〇
〇
五

（
財
）
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財
団　

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
萩
城
跡
（
外
堀
地
区
）
Ⅲ
』

二
〇
〇
六

岩
崎
仁
志
「
考
古
学
か
ら
み
た
赤
間
硯
‐
近
世
の
在
銘
資
料
を
中
心
に
‐
」『
地
域
文
化
研
究
』（
梅
光

学
院
大
学
地
域
文
化
研
究
所
紀
要
）
第
二
一
集　

二
〇
〇
六
・
三

岩
崎
仁
志
「
大
森
家
製
作
の
赤
間
硯
―
伝
世
資
料
の
紹
介
―
」『
山
口
県
文
化
財　

三
七
』　

二
〇
〇
六
・
八　

山
口
県
文
化
財
愛
護
協
会

佐
中
忠
司
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
事
例
調
査
―
毛
筆
製
造
業
に
関
す
る
全
国
的
概
況
―
」『
比
治
山
大

学
現
代
文
化
学
部
紀
要
第
一
四
号
』
二
〇
〇
七

備
前
市
教
育
委
員
会
『
国
指
定
史
跡
伊
部
南
大
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
八

日
本
文
具
資
料
館
『
日
本
文
具
資
料
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
み
る
文
具
・
人
・
文
化
』
二
〇
〇
九

岡
野
将
士　

資
料
紹
介
「
文
恭
先
生
喪
儀
」『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館 

研
究
紀
要
』
第
一
二
号  

二
〇
一
〇

日
田
市
教
育
委
員
会
『
廣
瀬
淡
窓
の
生
家
―
廣
瀬
家
の
歴
史
と
業
績
―
』
二
〇
一
二

日
田
市
教
育
庁
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
平
成
二
五
年
度
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
展
（
秋

季
企
画
展
）『
九
州
の
私
塾
と
教
育
～
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
～
』
展
示
解
説
書　

二
〇
一
三

吉
積
久
年
「《
資
料
紹
介
》
赤
間
硯
の
資
料
」『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号

二
〇
一
三

岩
崎
仁
志
「
赤
間
硯
に
関
す
る
覚
書
」『
山
口
考
古
』
第
三
四
号　

二
〇
一
四　

山
口
考
古
学
会



平
成
二
七
年
度

　咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
秋
季
企
画
展

「
文
人
の
至
宝
～
学
芸
と
硯
の
世
界
～
」

発

行

日

平
成
二
七
年
一
〇
月
一
〇
日

編
集
・
発
行

日
田
市
教
育
庁

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

八
七
七
‐
〇
〇
一
二

大
分
県
日
田
市
淡
窓
二
‐
二
‐
一
八

電
話

〇
九
七
三
‐
二
二
‐
〇
二
六
八
番

印
刷
・
製
本

尾
花
印
刷
有
限
会
社
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